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1．巻頭言   
「基礎生物医学的研究によりと卜幹細胞の同定と分化、増殖のメカニズムの解明と実施に加えて、  
生体の複雑系を念頭に入れて、工学的技術と手法を導入し再生増殖の場を生体内に組み込み、臨床応  
用をめざした基盤研究を構築する」との使命で本研究所が誕生し、2年目を終える。   
この間、日本の生体材料学をリードし、tissueengineeringという学問を日本で実行して来られた  
生体材料学分野、筏 義人教授が退官された。本研究所の前身の一つである医用高分子研究センター、  
生体医療工学研究センターの歴史を築いて来られ、本研究所の改組、設立に尽力された功は大なるも   
のであった。   
また、生体システム制御学分野、和田洋巳助教授は京都大学医学研究科呼吸器外科教授に選任され、  
すでに活躍中である。   
設立時、空席となっていた、生体機能調節学分野に坂口志文教授を選出し、組織修復材科学分野に  
岩田博夫教授を、また筏 義人名誉教授の後任として、生体材料学分野に田畑泰彦教授を選出した。  
現在、再生増殖制御学分野、生体システム制御学分野の選考も進行中で、今夏には全分野が充足され、  








たい。   
国家的プロジェクトである「ミレニアム・プロジェクト」の中、再生分野で本研究所が中心的役割  








所長 山岡義生  













医科学研究所に改組・転換された．   
改組・転換に伴い，胸部疾患研究所の臨床系分野の一部と研究所附属病院は，大学院医学研  





2－2 職員数等  
（1）職 員 （平成12年3月1日現在）  
区  分   教  授   助教授   助  手   計   
定 員   18（2）〈1〉   17（1）   5   40（3）〈1〉   
（）は国内客員で外数  
〈 〉は外国人客員で外数  
（2）大学院生・研修員・研究生等 （平成12年3月1日現在）  
大学院生   研 究 生   研 修 員   外国人共同研究者   
50   21   4   
2．京都大学再生医科学研究所概要  
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2－3 組 織 図  
細胞機能調節学分野   
生体微細構造学分野   









発生分化研究分野   
再生誘導研究分野   
再生増殖制御学分野   
再生免疫学分野  
再生統御学研究部門  






組織再生応用分野   





庶務掛   
研究協力掛   
会計掛  
事務部  

















とコラーゲンの発現を調べると，両者は空間的にも時間的にも一致して発現していることが明らかになっている．   































Sis，PrOCeSSlngandsecretion．HSP47specificallyandtransientlybindsto various types of collagensin the  
ER．Inadditiontothebindingspecificitytocollagen，theexpressionofHSP47is always closely correlated  
WiththoseofcollagensduringthenormaldevelopmentofmouseembryoaswellasinthepathologlCalcon－  
ditionsincludingliverandrenalfibrosis．  
Thisyear，Wehavemadethreema］OrPrOgreSSeS On HSP47study．First，We have succeededin making  
knockoutmicelackinghq）47gene，Whichresultedin causlng the embryoniclethality atlO．5dpcin h軍47  
homozygoticmice．Inthesehomozygoticmice，thematurationoftypeIcollagenwasabnormalandtheim－  




ofits substrate．  
WehavealsorevealedanoveldissociationmechanismofHSP47fromits substrate，COllagen，and the  
regulatorymechanismoftissue－SPeCificexpression of HSP47．HSP47binds to the collagen－mOdelpeptides  
consistingof（Gly－Pro－Pro）repeats，butdidnotbindto thosepeptideswhen thethirdpositionprolineis  







Ofmammalian tissues．  




㊥誌上発表㊥   
1）原著論文  



















Enhancement of secretion ofhuman procollagenIin mouseHSP47－eXPreSSlnglnSeCt Cells．M・Tomita，K・  
Yoshizato，K．Nagata，T．Kitajima．］．Biochem．126（6）：1118－1126，1999．  
2）著書・総説  
タンパク質の動態 永田和宏『分子生物学』（柳田充弘，西田栄介，野田 亮編）東京科学同人pp．143－161，1999．  





Dynamicsandregulationofthestressresponse M・Yoshida，T・Ehdo，K・Ito，N・Hosokawa，K・Nagata Meet－   
ingreportonstressresponseandmolecularchaperonesatKyoto・CellStress＆Chaperones・4（1）‥66－74，  
1999．  
分子シャペロンの基礎と病態－HSP47を一例として一 永田和宏 MedicalTribune特別企画28，1999．（第72回  
生体機能学研究部門  
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日本生化学会シンポジウム一分子シャペロンと病態）  
シャペロンの散歩道 永田和宏 CHAPERONE NEWSLETTER4：2－6，1999．  
3年目の特定領域研究に向けて 永田和宏 CHAPERONE NEWSLETTER5：1－2，1999．  
シャペロンの散歩道 永田和宏 CHAPERONE NEWSLETTER5：2－3，1999．  
CSF編集委員長をお引き受けして 永田和宏 細胞生物10（3）：15，1999．  
ストレス応答系の発現制御機構（概説）永田和宏 蛋白核酸酵素特集「環境応答・適応の分子機構」共立出版pp．  
2432－2433，1999．  
高等動物における熱ショック応答のシグナル伝達機構 田辺真佐子，中井 彰 蛋白核酸酵素特集「動物における  
環境適応の分子機構」ストレス応答系の発現制御機構：2434－2441，1999．  
New aspectsin theverebrateheat shock factorsystem．Hsf3andHsf4．A．Nakai．CellStress＆Chaperones  
4（2）：86－93，1999．  
若手研究者によるワークショップ「分子シャペロンから見えてきたCellBiology」レポート 久保田広志，黒川洋  
一，小出隆規 CHAPERONE NEWSLETTER4：7－9，1999．  
㊥学会等の講演㊥   
1）学会・研究会発表  
Regulationoftheactivationofavianheat shock transcrlPtion factor．A．Nakai，Y．Kawazoe，M．Tanabe．  
ColdSpringHarborMeeting（1999．9．1．－5．ColdSpringHarbor）  
活性型熟ショック転写因子HSFlによる精子形成の阻害 中井 彰，鈴木 操，田辺真佐子 第22回日本分子生物  
学会年会（1999．12．9．福岡）  
小胞体ストレスで誘導される，マウス小胞体a－mannOSidase様蛋白質のクロ，ニング 細川暢子，和田郁夫，長谷  
川聖高，頼藤徹也，永田和宏 第22回日本分子生物学会年会（1999．12．9．福岡）  
コラーゲン特異的シャペロンHSP47の基質認識機構一Designedcombinatorialpeptidelibraryを用いた酵母two－  
hybridsystemによる検討一 小出隆規，麻生晶子，頼藤徹也，永田和宏 第46回マトリックス研究会大会  
（1999．6．8．瀬戸）  
コラーゲン特異的分子シャペロンHSP47によって認識されるコラーゲン様ペプチドのスクリーニングとその構造  
小出隆規，麻生晶子，頼藤徹也，永田和宏 第52回日本紙胞生物学会大会（1999．8．28．東京）  
コラーゲン特異的分子シャペロンHSP47とコラーゲンモデルペプチドとの結合の解析 小出隆規，浅田真一，永田  
和宏 第36回ペプチド討論会（1999．10．21．京都）  
HSP47ノックアウトマウスの解析 永井尚子，細川昌則，糸原重美，細ノーl暢子，永田和宏 第46回マトリックス研  
究会大会（1999．6．8．瀬戸）  
HSP47ノックアウトマウスの解析 永井尚子，細川昌則，糸原重美，安達栄治郎，細川暢子，永田和宏 第52回日  
本細胞生物学会大会（1999．8．27．東京）  
コラー ゲンの分子成熟に果たすHSP47の役割 永井尚子，細川昌則，糸原重美，安達栄治郎，細川暢子，永田和宏  
第22回日本分子生物学会年会（1999．12．8．福岡）  
コラー ゲンモデルペプチドのプロリン4－水酸化に対すHSP47の影響．浅田真一，小出隆規，安井裕之，永田和宏  
第72回日本生化学会大会（1999．10．8．横浜）  
生体機能学研究部門   
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新規ユビキチン様タンパク質M4のクローニングと解析 松田美穂，小出隆規，頼藤徹也，永田和宏 第22回日本分  
子生物学会年会（1999．12．7．福岡）  
マウス熱ショック転写因子HSF4のinvivoにおける性質 田辺真佐子，笹井紀明，中井 彰 第22回日本分子生物  
学会年会（1999．12．9．福岡）  
HSP47の組織特異的発現は2つのシスエレメントにより制御されている 平田普三，山村 功，安田邦彦・小林明  
央，多田昇弘，鈴木 操，平芳一法，細川暢子，永田和宏 第52回日本細胞生物学会大会（1999・8・29t東京）  
ラット硬化性腹膜炎モデルにおけるHSP47アンチセンス核酸の効果 平原一郎，梅山一大，山本 敬，浦上研一，  
細川暢子，永田和宏 第52回日本細胞生物学会大会（1999．8・27・東京）  
天然型リゾチームを特異的に認識するファージ抗体2A3の解析 武田周子，浅田真一，永田和宏，Winter Greg，  
菊池正和 第22回日本分子生物学会年会（1999．12．7．福岡）  
2）特別講演・シンポジウム等  
Regulationofcollagenbiosynthesisbycollagen－SPeCificmolecularchaperone：HSP47・K・Nagata，T・Koide，N・  
Nagai，H．Hirata，T．Yorifuji，N・Hosokawa Satellite Symposium on Trendsin Collagen  
（1999．1．25．Chennai，India）  
FunctionalAnalysISOfHSP47，aCollagen－SPeCificMolecularChaperoneintheER‥BindingMotifonCollagen  



















分子シャペロンとしての熱ショック蛋白質研究の展開 永田和宏 第72回日本細菌学会総会シンポジウム ⅤⅠ・熱  
ショック蛋白質研究の多面的展開一基礎から臨床へ－（1999．3．25．東京）  
分子シャペロンの機能と病態 永田和宏 教育講演 第25回日本医学会総会（1999．4．3．東京）  
生体機能学研究部門  
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分子シャペロンによる細胞機能制御 永田和宏 岡山大学特別講義（1999．6．28．岡山）  
HSP47によるコラーゲンの発現と機能の制御 永田和宏 ECM Society特別セミナー（1999．6．28．岡山）  
コラーゲン特異的分子シャペロンHSP47：発現調節・基質認識・ノックアウト 永田和宏 第51回HSP研究所セ  
ミナー（1999．7．21．京都）  
分子シャペロンの基礎と病態：HSP47を－一例として 永田和宏 第72回日本生化学会大会 シンポジウム  
（1999．10．9．横浜）  
永田和宏：分子シャペロン（ストレスタンパク質）機能．愛知医科大学大学院特別講義（1999．11．30．愛知）  
コラーゲン特異的分子シャペロンHSP47：ノックアウトマウスの解析と基質認識のメカニズム  小出隆規，永井尚  
子，永田和宏 第22回日本分子生物学会年会 シンポジウム（1999．12．7．福岡）  
HSP47ノックアウトマウスとコラーゲン合成の異常 永井尚子 公開シンポジウム「ストレス蛋白質と病態」小胞  
体分子シャペロンと品質管理機構（1999．12．18．京都）  
熱ショック転写因子活性化における核移行シグナルの役割 川添嘉徳，田辺真佐子，中井 彰 第22回日本分子生  
物学会年会 ワークショップ（1999．12．8．福岡）  
生体微細構造学分野  
Departmentof UItrastructuraJResearch  
【研究概要】   
本研究分野では、以下のような研究を行っている．  










る．  （文責 鈴木）   




用にも影響し，本症の病態成立に関与する可能性がある．  （文責 鈴木）  
生体機能学研究部門   
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ている．  （文責 平芳）  
Inthisdepartmentthefollowingtresearchesareinprogress‥  







sincesodiumchlorateinhibitedspreadingoftypeIIcellduring culture．We found that expression ofTla  
mRNAwasnotdependentoncelldensitybutNSTmRNAwasnotexpressedinhighcelldensityculture・We  
arenowinvestigatingthefactorsinducingexpressionofNST・  





also disturbancein recycling oflipids by typeIIepithelialcells throughloss ofinteraction of  
depalmitoylatedSP－Cwithlipidsaresuspectedtorelatetothepathogenesisofthisdisease・   
MechanismofgenetranscrlPtlOnInDrosophilacell，anRNApolymeraseispresentonthe5’endofthe  
uninducedhsp70geneandistranscriptionalyengagedbutpaused・Inthisstate7thepreinitiationcomplexhas  
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㊥誌上発表㊥   




Modified naturaland synthetically reconstituted surfactant therapleS for acutelungln］ury CauSed by  
endotoxinin rats．Tashiro K，NishizukaK，Mats11mOtO Y，Ohta K，SuzlユkiY，KobayashiT．Acta  
AnaesthesioIScand43（8）：821－828，1999．  
再構築表面活性物質における脂質およびアポ蛋白の組成と分布が表面活性に及ぼす影響．鈴木康弘，李 中原，田  
代勝巳，小林 勉．日本界面医学会雑誌30：45－50，1999．  
Mitochondrialin］uriesinratlungspreservedfor17h：Anultrastructuralstudy．UedaM，KosakaS，HirataT，  
FukuseT，SuzukiY，HitomiS，WadaH．Eur．Surg．Res．31：162－172，1999．  








N，MatsushitaM，OkumuraH，SerikawaT，NakamuraT，JohnsonTE，HosokawaM．Mamm Genome  
lO（2）：81－87，1999．  
Separatecis－aCtlngDNAelementscontroIcelltype－andtissue－SPeCificexpression ofcollagen－bindingmolecular  
ChaperoneHSP47‥HirataH，YamamuraI，YasudaK，KobayashiA，TadaH，SuzukiM，HirayoshiK，  
HosokawaN，NagataK．JBioIChem（inpress）．  






㊥学会等の講演㊥   
1）学会・研究会発表  
肺胞蛋白症患者SP－Cは肺胞ⅠⅠ型細胞への脂質取り込みを促進しない．鈴木康弘，李 中原．第39回日本呼吸器  
学会総会（1999．3．25．横浜）  
師表面活性物質アポ蛋白C（SP－C）の脱パルミチル化による脂質輸送能の低下．鈴木康弘，李 中原．第88回日  
本病理学会総会（1999．4．6．東京）．  
肺Ⅲ型上皮細胞への脂質および蛋白症患者SP－Cの取り込みにおける帝離．鈴木康弘，李 中原，田代勝巳，小林  
勉．第35回日本界面医学界総会（1999．10．9．東京）  
培養肺Ⅲ型上皮細胞におけるN－および3－0－スルフォトランスフエラーゼの発現と調節．李 中原，平芳一法，  
鈴木康弘．第35回日本界面医学界総会（1999．10．9．東京）  
マウス老化アミロイドーシス（AApoAⅢ）の伝播機構．樋口京一，中村明宏，千葉卓哉，侍 麗，松下隆毒，小岸久  
美子，夏 農，細川昌則，森 政之．第88回日本病理学会総会（1999．4．6．東京）  
マウス老化アミロイドーシス（AApoAⅢ）の伝播機構－1：アミロイド線維核の経伝播．樋口京一，森 政之，千  




SAMPlの促進老化とapoA－II遺伝子：B型apoAIIは促進老化を改善できない．王 静，小岸久美子，夏 農，千  
葉卓哉，中村明宏，森 政之，細川昌則，樋口京一．第15回老化促進モデルマウス（SAM）研究協議会  
（1999．7．徳島）  




Departmentof Experimenta］PathoIogy  
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容の基礎的メカニズム，およびその破綻としての自己免疫病の原因・発症機構を研究している．研究の中心とな   
る知見は，正常動物から特定のT細胞サブポピュレーションを一定期間除去すると，ヒトの自己免疫病（例えば   
インシュリン依存性糖尿病，甲状腺炎，胃炎／悪性賓血等）と免疫病理学的に酷似した病変が自然発症してくる   
ことである．この免疫制御能を持っT細胞群の免疫学的特性を試験管内で解析した結果，それらは，T細胞抗原レ   
セプターおよび副刺激分子CTLA－4を介する刺激を受けると，他のT細胞の活性化・増殖を細胞接触性に強力に   
抑制するこt，一方この制御性丁細胞自体は刺激に対して増殖反応を示さない，いわゆるアナジーの状態にあり，   
この状態を破ると同時に抑制能も失われ，自己免疫痛が誘導されうることを示した．さらに，正常胸腺は，この   
制御性丁細胞サブポピュレーションを機能的に成熟した形で産生することを見い出した．以上の結果は，制御性丁   
細胞の産生異常，末梢での数的低下，また機能異常の直接的結果として自己免疫病が発症する可能性を示すもの  
である．現在，このT細胞による制御の分子的基礎をさらに解明するため，抑制機能分子に対するモノクローナ   
ル抗体を作製し解析を進めている．  
（2）腫瘍免疫，移植免疫の基礎的研究   
近年，癌患者の腫瘍反応性リンパ球が認識する腫瘍抗原の解析が進み，そのような腫瘍抗原の半数以上が正常   
自己抗原であることが明らかとなった．特定のT細胞サブポピュレーションを操作して自己免疫応答を惹起でき   
るとの我々の知見（上述）に基づき，このポピュレーションの除去により自家腫瘍に対して有効な免疫応答が誘   
導できるか検討している．その結果，特異的モノクローナル抗体の生体内投与により，このT細胞群を正常マウ   
スから一定期間除去すると，様々な腫瘍のうち，約80％の腫瘍が拒絶された．さらに，正常マウス末梢リンパ球   
からこの制御性丁細胞群を除去後，試験管内で培養するのみで，強力なナチュラルキラー細胞が容易に誘導出来   
るとの結果を得た．この結果は，免疫自己寛容の操作による新しい腫瘍免疫療法の可能性を意味する．一方，制   
御性丁細胞による免疫自己寛容機構を操作することににより，移植臓器に対する安定・安全な免疫寛容を誘導で   
きる可能性があり，研究を進めている．  
（3）新しい動物モデルを用いた慢性関節リウマチ（リウマチ様関節炎）の原因・発症機構の研究  
当研究室において，免疫病理学的にじ卜のリウマチ様関節炎（RA）と酷似する慢性関節炎を自然発症するマウ   
スモデルを確立した．この関節炎は，正常関節抗原を認識・攻撃するT細胞による自己免疫性関節炎である．そ   
の原因は，常染色体劣性遺伝を示す単一遺伝子の異常である．その遺伝的浸透度には，マウスの維持環境が大き   
く影響する．遺伝的異常，環境因子ともに発症に寄与する点で，ヒトのRAの良いモデルとなりうる．現在，この   
原因遺伝子の染色体上での位置を決定し，遺伝子の位置クローニングを目指している．  
Ourdepartmentstudies：（i）thecellularandmolecularbasisofirnmunOlogicself－tOleranceandtheetio－  
pathologyofautoimmunedisease；（ii）thestrategyforelicitingeffectiveimmuneresponses to autologous  






diseasesimmunopathologically simi1ar to human counterparts（e．g．，insulin－dependent diabetes mellitus，  
autoimmune thyroiditis，and autoimmune gastritis with pernicious anemia）．Recent functional  
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Sakaguchi，Y．Kuniyasu，］．Shimizu，F．Ohtuka，andS．Sakaguchi，］．1mmunol．162：5317－5326，1999．  
Virusandautoimmunity：Inductionofautoimmunediseaseinmicebymouse T－1ymphotropicvirus（MTLV）  
destroyingCD4＋Tcells．S．S．Morse，N．Sakaguchi，and S．Sakaguchi，］．1mmu7Wl．162：5309－5316，  
1999．   
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慢性関節リウマチのモデルマウス．坂口教子，坂口志文：BIO Clinica14（4），323－3291999．  
RAを自然発症するSKGマウス．坂口志文リウマチ科．22（2）：170－1781999．  
慢性関節リウマチ．坂口教子，坂口志文：Molecular Medicine．36（別冊）15－191999．  
自己免疫性関節炎自然発症マウス．坂口志文：最新医学「臨床遺伝学，99」54（増刊号）254－2611999．  
㊥学会等の講演㊥   
1）学会・研究会発表  
CD25＋T細胞除去による腫瘍免疫の誘導：山崎小百合，清水 淳，西岡 清，坂口志文 第58回日本癌学会（1999．  
9．29－10．1．広島）  
CD25＋T細胞除去による腫瘍免疫の誘導と加齢の影響：清水 淳，山崎小百合，坂口志文 第58回日本癌学会（19  
99．9．29－10．1．広島）  
抗マウスCD25（IL－2Rα）モノクローナル抗体in vivo投与による抗腫瘍効果：鬼塚正三郎，俵  功，清水 淳，  
坂口志文，藤田禎三，中山香一  第58回日本癌学会（1999．9．29－10．1．広島）  
CD25＋4＋T細胞による自己寛容維持機構の分子的基礎：高橋武司，田上智行，坂口志文 Kyoto T CellConfer－  
ence（1999．10．8－9．）  
classIIMHC結合能欠損mutantヒトCD4を発現するトランスジェニックマウス：先浜俊子Kyoto T CellCon－  
ference（1999．10．8－9．）  
生体機能学研究書肝ヨ   
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月代托比αg月epor乙J999  
免疫抑制性CD25T細胞クローンの樹立とその機能解析 清水 淳，高橋武司，山崎小百合，坂口志文 第29回日  
本免疫学会（1999．12．1－3．京都）  
抗CD25抗体（PC61）invivo投与による抗腫瘍効果の発現機構：山崎小百合，清水 淳，西岡 清，坂口志文 第  
29回日本免疫学会（1999．12．1－3．京都）  
CD25＋4＋T細胞による自己寛容維持機構の分子的基礎：高橋武司，田上智行，坂口志文 第29回日本免疫学会（1  
999．12．ト3．京都）  
慢性関節リウマチ自然発症モデルマウスSKGの胸腺細胞における，T細胞抗原レセプター発現レベルの抑制機構：  
安達里子，坂口教子，坂口志文，岩田 誠 第29回目本免疫学会（1999．12．ト3．京都）  
自己免疫性関節炎を自然発症するSKGマウスのT細胞機能異常の解析：田上智行，森泉栄子，坂口教子，坂口志文  
第29回日本免疫学会（1999．12．1－3．京都）  





AutoimmunediseaseinducedbymanlPulationof theT－Cellimmunesystem‥Ionizlngradiationasacauseof  





リウマチ様関節炎自然発症マウスモデル：坂口志文 第43回目本リウマチ学会総会（1999．6．3－5．札幌）  
Immunologic self－tOlerance maintained by naturally anergic／suppressive CD25＋CD4＋Tcell：Shimon  
Sakaguchi．TLymphocytes－StructureandFunction（1999．7．3－5．0Ⅹford，UK）  
アナジー抑制丁細胞による末梢丁細胞寛容の維持：高橋武司 自己免疫研究会（1999．7．3．東京）  
胸腺・T細胞の異常としての自己免疫病：坂口志文 長崎大学（1999．7．8．長崎）  
臓器特異的自己免疫症候群の原因と発症機構，特に多腺性自己免疫症候群について：坂口志文 第17回内分泌代  
謝サマーセミナー（1999．7．14－15．静岡）  
リウマチ様関節炎自然発症マウスモデルの滑膜炎について：坂口志文 第20回日本炎症学会（1999．7．15－16．仙台）  
腫瘍免疫と自己免疫の共通基盤について：坂口志文 山梨医科大学（1999．9．6．山梨）  
リウマチ様関節炎自然発症マウスモデル：坂口志文 第2回比叡RAフォーラム（1999．9．18．京都）   
T cell－mediated dominant self－tOlerance：Implications for autoimmunlty and tumorimmunity：Shimon  
Sakaguchi．ImmunologicTolerance（1999．9．30－10．3．Lisbon，Portugal）  
リウマチ動物モデル：坂口志文 第27回日本臨床免疫学会（1999．10．6－8．栃木）  
リウマチ様関節炎自然発症マウスモデルにおける遺伝因子・環境因子の役割：坂口教子 第27回日本臨床免疫学  
会（1999．10．6－8．栃木）  
ヒトのリウマチ様関節炎と酷似した病変を自然発症するマウスモデルの確立：坂口志文 新技術フェア  
生体機能学研究部門  
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血s乙∠乙昆乙eノbrダro花王～er几4ed∫cαJ5cわ几CeS  
（1999．10．13－14．東京）  
新しいリウマチ疾患の動物モデル：坂口教子 RAの病態と治療をめぐるシンポジウム（1999．11．21．東京）  
CD25＋CD4＋抑制性アナージックT細胞による免疫自己寛容の維持；その起源と抑制機構：坂口志文 第29回E］  
本免疫学会（1999．12．ト3．京都）  
シミュレーション医工学分野  






生体組織の力学的特性の解明を基本として，特に骨のモデリングならびにリモデリング現象など生体組織の力   
学的合理性の適応変形過程などについて数値シミュレーションを行っている．その結果，等応力分布あるいは等   
歪エネルギ密度分布などの制約関数に従って，各種骨組織の形態が形成されていることが示唆され，この制約の   
下に，生体組織と力学的に調和する人工歯根のデザインの創生を試みている．  
（工業技術院名古屋産業技術研究所との共同研究）   
2．人工歯根周囲における歯根膜の再生  
現在の人工歯根は，天然歯根のように歯根膜を持たず，直接顎骨に固定させるので，岨囁時の動的荷重が緩衡   
されず顎骨に伝わる．その結果，歯槽骨に過大な応力が発生して骨吸収が起こり，ゆるみが生じる危険性が高い．   
そこで，チタン製人工歯根をポリマーで被覆し，表面処理により細胞接着性タンパク質であるコラーゲンを固定   
化し，さらにその上に歯根膜細胞を培養し，歯根膜の再生を図っている．  
3．骨格筋収縮エネルギを利用した人工心臓駆動システム（筋肉の力学モデルの構築）  
患者自身の筋肉を馬区動力に用いる「骨格筋ポンプ」と呼ばれる新しいデバイスの開発を目的としている．広背   
筋と胸膜の間にバルーンを挟み込み，広背筋に電気刺激を与えて収縮させ，その収縮力を人工心臓の駆動力とし   
て有効に利用する．  （医学研究科心臓血管外科学講座との共同研究）  
4．生体形態計測システムと手術シミュレーション（顎変形症治療計画支援システム）  
顎変形症手術に際しては，患者と術者とが術式の定量的検討と術後の校合機能と顔貌の改善予測情報を確認し   
て（informed consent），望むことが極めて重要である．3次元画像を多用した，治療計画支援のためのシステ   
ムを開発している．  （医学研究科口腔外科学講座との共同研究）  
5．人工関節軟骨・人工椎間板などの医療用ハイドロゲル  
関節軟骨が持つ優れた力学的特性を具備した人工関節軟骨材を開発することにより，関節の病変部のみを置換   
し健常な軟骨下骨梁を残す新しい人工関節軟骨の開発を目指している．当研究室にて新しく開発した高強度・高   
弾性率ポリビニルアルコールハイドロゲルは人工関節軟骨・椎間板材料として有望である．  
生体機能学研究部門   
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6．耐摩擦・摩耗特性に優れた人工関節用ポリエチレン   
人工関節の摺動部に使用される超高分子量ポリエチレンの摩耗粉により発生する不良肉芽組織が骨吸収を惹起   
する異物反応が問題となっている．そこで，物理的な改良法により最終成形物に分子配向と結晶面配向を導入す   
ることにより，耐摩耗性の改良を試み，良好な結果が得られている．  
7．MRElastography（MRE）によるinvivo弾性率データの計測，解析および検証   
磁気共鳴弾性率計測法（MRE）は，MRIをベースとする新たな測定技術であり，これによる体内組織・器官の   
非侵襲性弾性率計測の手法を確立し，医療研究支援用の生体組織データベースを構築する．また触感デバイスを   
用いた人工現実感（VR）によるVRモデルシステムを開発している．  
（科学技術庁SensibleHuman Project：医学研究科医療情報部との共同研究）  
8．生体組織と材料の衝撃吸収特性など力学的物性の測定ならびに解析  
衝撃解析シミュレーションや生体を模し頚部モデルによる追突実験から，鞭打ち損傷の発生メカニズムを解明   
し，安全な自動車シートの開発を試みている．  （運輸省Advanced Safety Vehicle Project）   
Inordertosupportdiagnosesandtreatmentsforrecoveryofthebiofunctionbymeansofdevelopment  
ofbiomaterialsandartificialorganswhichharmonizewiththelivingtissuesintheirmechanicalbehaviors，  
thefollowlngfundamentalandappliedresearchactivitiesarecarried o11t11Slng the techniqueofcomputer  
andmaterialssciencesinthisdepartment．   
1．5よmα加Zo花q／βわmedα花わαgAddp£αfZo乃Proceββq／亡んeエiui7堵乃sぶ㍑eS．  
Numeritalsim111ationsarecarried outespecially on themodelingandremodelingphenomena of the  
bonesasthebiomechanicaladaptation．Withconstraintf11nCtionssuchasstressdistributionor strainen－  
ergydensitydistrib11tion，itisindicatedthattheformofthebonehasbeenmodeled，andthedesignofarti－  
ficialdentalrootswhichdynamicallyharmonizeswiththelivlngtissueunderthisconstrainthasbeingtried．  













Shrinkageforceiseffectivelyutilizedasdrivingforceoftheartificialheart．（JointResearch with Depart－  
mentofCardiovascularSurgery，KyotoUniversity）   
4．〟oJpんomeとり勒s乙emα花d（カeJ℃とわ花Sim㍑gα£わ花（merqpe昆とわPgα花花よ乃g触orf砂丘£em／orJα∽  
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βげomZとよeぶ）   
In thejaw deformationdiseaseoperation，Patientsandsurgeonswouldliketoconfirm quantitative  
evaluationofoperativemethodandimprovementofpostoperativeocclusalfunctionandfeature（informed  
consent）・ 
dantlyhasbeendeveloped・（JointRresearchwithDepartmentoftheOralSurgery，KyotoUniv．）   




tercontentandis excellentin the biocompatibility．It replaces onlylesion part andleaves the sound  
Subchondralbone・Thehighstrengthandhighelasticmodulusofthepolyvlnylalcoholhydrogelnewlydevel－  












theScienceandTechnologyAgency：JointResearchwithMedicalInformationDivision，KyotoUniversity）   




























1ized under UniaxialCompression．M．Ohta，S．－H．Hyon，Y．－B．Kang，S．Tsutsumi，M．Oka，S．  
Murakami，S．Kohjiya．RussianJ．Biomechanics，3：34－48（1999）  
Evaluation of threshold stress for boneresorption around screws based onin vivo strain measurement of  
miniplate．T．Sugiura，K．Horiuchi，M．Sugimura，S．Tsutsumi．MusculoSkeletalInteractions，3：1999  
（inpress）．  
IL－2，SIL－2RandTNF－a Ser11mConcentrationinRecurrentAphthousUIceration．C．Peng，S．Tsutsumi，H．M．  
Al－Tahawi．TheSaudiDentalJournal，11（4），1999（inpress）．  
配向結晶化UHMWPEの力学特性 玄 丞休，太田 信，堤 定美，岡 正典 日本臨床バイオメカニクス学会誌，  
20：293－296，1999．  
生体関節と人工関節の摩擦特性について 林 力一，坂口一彦，岡 正典，池内 健，速水 尚，由良茂人，玄 丞  
休，中村孝志，牛尾一康 日本臨床バイオメカニクス学会誌，20：315－318，1999．  
PVA－Hの生体内安定性評価 牛尾一康，中村孝志，岡 正典，玄 丞休，速水 尚，由良茂人，森川将名 日本臨  
床バイオメカニクス学会誌，20：315－318ト1999．  
着地時衝撃吸収に関する力学解析 岡 千晶，堤 定芙 日本臨床バイオメカニクス学会誌，20：363－366，1999．  
膝関節の衝撃伝達機構に関する力学的研究 一下肢アライメントの変化について－ 福田幸久，高井信朗，平澤泰  
介，吉野信之，池内 健，森 拡二，堤 定美，村瀬晃平 日本臨床バイオメカニクス学会誌，20：417－421，  
1999．  
人工肘関節上腕骨コンポーネント周囲の応力解析 莫多俊博，中村孝志，箕浦哲嗣，吉田宏昭，堤 定夫 日本臨  
床バイオメカニクス学会誌，20：497－500，1999．  
人工椎間板の開発 岡 正典，由良茂人，玄 丞休，中村孝志 背椎背髄，12：429－434，1999．  
人工股関節用UHMWPEカップの新しい成型法 玄 丞休，太田 信，妻 有峯，堤 定美，岡 正典 日本人工  
関節学会誌，271－272，1999  
Methodstoreducethewear ofUHMWPE，M．Oka，S．－H．Hyon，M．Ohta，T．Nakamura，Y．Ushio，andJ．  
Toguchida．JointArthroplasty，Ed．ByS．Imura，Springer，Tokyo，P．109，118，1999．  
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仮骨延長のバイオメカニクス，顎骨延長術の臨床応用 住吉周平，堤 定美，下田恒久，本田武司 伊藤学而，上  
田 窓高戸 毅（編），クインテッセンス出版（東京）：p．51－54，1999．  
MethodstoreducethewearofUHMWPE，JointArthroplasty．M．Oka，S．－H．Hyon，M．Ohta，T．Nakamura，  
Y・Ushio，andJ．Toguchida．Ed．ByS．Imura，Springer，Tokyo，P．109－118，1999．  
インプラントの生体力学，先端医療シリーズ：歯科医学1．歯科インプラントの最先端 堤 定美 末次恒夫，松  
本直之（監修），先端医療技術研究所（東京）：p．95－113，1999（印刷中）．  
3）総説  
インプラントの材料の特性 一生体力学的適合性一 堤 定美 日本歯科医学会雑誌，17：106－109，1998．  
歯科用セラミックスの理工学的性質 堤 定美，関野雅人 日本補綴歯科学会雑誌，43（2）：194－202，1999．  
臨床理工学的見地からの歯冠修復用セラミックス 堤 定夫 日本歯科医師会雑誌，52（2）：119－128，1999．  
㊥学会等の講演㊥   
り 学会・研究会発表  
人工股関節用UHMWPEカップの新しい成型法 玄 丞休，太田 信，妻 有峯，堤 定美，岡 正典 第29回目  





WearResistanceofLightlyCross－1inkedUHMWPECrystallizedfromtheMeltunder UniaxialCompression．  
M．Ohta，S．H．Hyon，M．Oka，S．Tsutsumi．1999．4．26．USA  
ポリ乳酸（PLLA）の一軸延伸 玄 丞休ほか 繊維学会予稿集1999．5．10－12千葉  
PVA濃厚溶融液からのゲル化 玄 丞休，松村和明，車 源日，堤 定美，岡 正典 高分子学会予稿集1999．5．27－  
29．京都  
エチレンービニルアルコール共重合体の表面処理とコラーゲンの固定化 松村和明，中島直喜，彰 春岩，堤 定  
美，玄 丞休 高分子学会予稿集1999．5．27－29．京都  
L－ラクチド／トリメチレンカーボネート共重の合成とその物性 水野慎一一，中島直吉，堤 定美，玄 丞休 高  
分子学会予稿集1999．5．27－29．京都  
配向結晶化人工関節カップの高次構造 太田 信，玄 丞休，妾 有峯，村上昌三， こうじ谷信三，堤 定美 高  
分子学会予稿集1999、5．27－29．京都  
エチレンービニルアルコール共重合体の表面処理とコラーゲンの固定化 松村和明，中島直喜，彰 春岩，堤 定  
美，玄 丞休 第2回日本組織工学会1999．6．25－26．東京  
生体機能学研究部門   
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エチレンービニルアルコール共重合体の表面処理および細胞親和性の付与 松村和明，中島直喜，彰 春岩，玄  
丞休，堤 定美 第48回高分子討論会1999．10．6－8．新潟  
人工関節用超高分子量ポリエチレンの成形加工 太田 信，妾 有峯，玄 丞休，堤 定美，村上昌三，こうじ谷  
信三 第48回高分子討論会1999．10ふ8．新潟  
歯根膜を有する人工歯根の開発研究［Ⅰ］チタンインプラントへの高分子膜の接着と表面処理 玄 丞休，松村和  
明，中島直喜，彰 春岩，堤 定美 第34回日本歯科理工学会学術講演会講演集1999．10．9－10．北海道  
歯根膜を有する人工歯板の間発研究［Ⅲ］コラーゲン固定化EVA上でのと卜歯根膜細胞培養 彰 春岩，松村和  
明，中島直喜，玄 丞休，堤 定美 第34回日本歯科理工学会学術大会1999．10．9－10．札幌．  
生体材料と国際規格 堤 定美 第11回有床義歯技工技術研究会1999．10．2．大阪  
FUKUOKATMJTOTALPROSTHESISの開発 第二報 生体力学的解析について 下田恒久，高山義之，鴛海  
美帆，住吉周平，本田武司，堤 定美 第44回日本口腔外科学会総会1999．10．7－8，東京．  
かみしめ時に顎関節部に生じる応力の三次元有限要素法による解析 久津木 学，山口芳功，秦 光明，西川正典，  
西村一行，吉武一貞，堤 定美 第44回目本口腔外科学会総会1999．10．7－8，東京．  
形態異常の見られないと卜顎関節のpQCT所見と生体力学的解析 大塚さかゆ，下田恒久，高山義之，住吉周平，本  
田武司，堤 定美 第44回日本口腔外科学会総会1999．10．7－8，東京．  
圧縮配向結晶化による超高分子量ポリエチレン結晶の残留応力測定 太田 信，妻 有峯，玄 丞休，堤 定美，  
田遥裕貴，三好良夫 第26回日本臨床バイオメカニクス学会1999．11．6－7．京都  
人工肘関節コンポーネント周囲の応力解析 真多俊博，赤木将男，中村孝志，堤 定美 第26回日本臨床バイオメ  
カニクス学会1999．11．6－7．京都  
有限要素法を用いたペルテス病骨頭変形の解析 細川元男，金郁吉，福田幸久，高井信朗，平澤泰介，吉野信之，  
堤 定美 第26回日本臨床バイオメカニクス学会1999．11ふ7．京都  
多方向断面積層による三次元FEMモデル構築 村瀬晃平，堤 定美 第26回日本臨床バイオメカニクス学会  
1999．11．6－7．京都  
LaserDoppler計測法による生体軟組織弾性情報収集システム 箕浦哲嗣，堤 定美，坂井信幸，永田 泉 第26  
回日本臨床バイオメカニクス学会1999．11．6－7．京都  
MRIによる校合運動解析 東 高志，土肥健二，堤 定美，井上博志，林 浩二，伊藤 仁 第26回日本臨床バイ  
オメカニクス学会1999．11．6－7．京都  
膝関節の衝撃伝達機構に関する力学的研究 一二次元非線形有限要素解析を用いて－ 福田幸久，高井信朗，平澤  
泰介，吉野信之，村瀬晃平，堤 定美，吉田宏昭，池内 健 第26回日本臨床バイオメカニクス学会  
1999．11．6－7．京都  
犬大腿骨頭部分的表面置換術に於けるStressShielding 牛尾一康，中村孝志，岡 正典，玄 丞休，由良茂人，速  
水 尚，浦川隆史 第26回日本臨床バイオメカニクス学会1999．11．6－7．京都  
PVA－Hの力学的特性に関する研究 森川将名，坂口一彦，岡 正典，玄 丞休，速水 尚，牛尾一康，中村孝志  
生体機能学研究部門  
－22－   
J托S£よと比王eノbrFro花王′er凡才edよcαJScge几CeS  
第26回日本臨床バイオメカニクス学会1999．11．6－7．京都  
犬用人工椎間板の力学的特性評価（第2報）苧石佳久，坂口一彦，岡 正典，由良茂人，玄 丞休，速水 尚，中  
村孝志 第26回日本臨床バイオメカニクス学会1999．11ふ7．京都  









Risk Management 堤 定美 第10回有床義歯技工技術研究会1999．4．18．仙台（特別講演）  
BiomechanicalCriteriaforBoneRemodelinginComputerSimulation． S．Tsutsumi，T．Suglura．1stWork－  
shoponMusculoSkeletalInteractions，1999．5．25．Santorini，Greece．（InvitedLecture）  
顎機能と顔面形態の評価 堤 定美 平成11年度日本学術会議口腔機能学研究連絡委員会シンポジウム1999．5．30．  
東京（招待講演）  
インプラントの生体力学 堤 定美 日本臨床インプラント研究会1999年度研修会1999．7．24．東京（特別講演）  
シミュレーション歯科医工学を目指して 堤 定美 平成11年度歯科理工学会近畿中四国支部会1999．8．28．徳島．  
（特別講演）   
MechanicalPropertiesofPolyurethaneTubeforArtificialEsophagus．S．Tsutsumi，R．Nakai，Y．Kang．Bio－  
medicalEngineeringSeminaratYonseiUniversity，1999．9．15．Seoul，Korea．（招待講演）  
喫合とシミュレーション医工学 堤 定美 第6回BBO研究会1999．11．20，東京．（特別講演）  
歯科医療とシミュレーション医工学 堤 定美 第17回日本歯周外科研究会1999．11．23，名古屋．（特別講演）  









● 軟骨分化制御の分子機構に関する研究：マウスEC由来ATDC5細胞が軟骨幹細胞株の性格をよく保持してい   
ることを明らかにし，軟骨多段階分化モデルを構築することに成功した．その解析から1）幹細胞の高い自己複   
製能がFGFシグナルに支配されていること，2）前駆軟骨細胞の分化進展がBMP－2／4とPTH／PTHrPシグナ   
ルによる正負の制御をうけていることを明らかにした．現在，ATDC5は軟骨分化を解析するスタンダードな系   
として国際的に用いられている．  
● 関節軟骨再生の分子制御機構：上記の成果をinvivoにおける関節軟骨全層欠損の再生修復誘導に応用した．   
その結果，欠損部内へのFGFシグナルが骨髄由来の軟骨幹細胞の選択的遊走と自己複製に働いて，軟骨再生を   
誘導することを明らかにした．さらに，PTHシグナルは前馬区軟骨細胞の分化をinvivoで阻害した．PTH応答性   
の解析から前駆軟骨細胞に発現する機能性マーカーの同定を試みている．  
● 内軟骨性骨形成（血管侵入による軟骨から骨への置換機構）に関する研究：軟骨は問葉系組織のうちでは例外   
的に無血管な組織で，周囲からの血管侵入に強い抵抗性を示す．この点に着目して，ウシ胎仔軟骨から血管新生   
阻害因子を分離精製し，Chondromodulin－Ⅰ（ChM－I）と命名した．一方，胎生期には軟骨は骨原基として機能し   
ている・ChM－Ⅰ遺伝子は骨原基の無血管ゾーン特異的に発現し，その発現消失に伴って血管が侵入し，骨に置換   
されることを明らかにした．また，トリ肢芽では軟骨形成に先立っ血管網の縮退にも関与していることを示した．  
● 軟骨由来抗血管新生因子による血管新生制御に関する研究：亡トChM－IcDNAのクローニングとその機能的   
発現に成功した．軟骨肉腫ではChM－Ⅰの発現が特異的に消失していることを突き止めた．ヒト軟骨肉腫株   
OUMS－27ⅩenOgraftモデルを用いてリコンビナントヒトChM－Iが腫瘍血管新生を阻害し，腫瘍造成を強く抑制   
することを示した．腫瘍血管新生のみならず種々の血管新生病への応用をめざしている．  
（文責 宿南）   
Thepropergrowthanddifferentiationslgnalingsfromthesurroundingextracellularenvironmentsregu－  
1atetissueformationanditsfunctions・Weareaimlngattheelucidationofmolecularinteractionsandsig－  
nalingnetworksunderlyingboneandcartilageformationandvascularization．   
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2・RegulationofRegenerationofFullTThicknessDefectsofArticularCartilage   
Weapplied theabovemodelfor the regulation of reparative responsesin full－thickness defects of  
articularcartilage，anddemonstratedthatthesupplyofFGFsignaldeterminedthecapacityofself－reneWal  
Ofchondroprogenitors・SupplementationofFGFinducedcartilagerepalrin thedefectcavities．In cotrast，  
PTHsingalinhibiteddifferentiationofprogenitorswithoutanyeffectontheirproliferation．   




nousboneprecursors・WedemonstratedthatChM－IparticipatedinphenotypICSWitchingofcartilage・   
4・Cartilage－drivedAngiogenesisInhibitorandItsApplicationtoAngiogenicDiseases   
Wesucceededinthemolecularclonlngandfunctionalexpressionofhuman ChM一Ⅰ．Recently，Wefound  
thatchondrosarcomasfromclinicalsamplesspecificallylosttheexpressionofChM－Igene．Recombinanthu－  
man ChM－Ievidentlyinhibited tumor anglOgeneSis and growth of OUMS－27 human chondrosarcoma  
XenOgrafts．  
【業績目録】  
㊥誌上発表㊥   
1）原著論文   
Spatiotemporalpatternofthemousechondromodulin－Igeneexpressionanditsregulatoryroleipvascularin－  
VaSionintocartilageduringendochondralboneformation．C．Shukunami，K．Iyama，H．Inoue，and Y．  
Hiraki．Int．］．Dev．Biol．，43：39－49，1999   
ClonlngOfanovelgene specifically expressedin clonalmouse chondroprogenitor－1ikeEC cells，ATDC5．H．  
Akiyama，Y．Hiraki，C．Shigeno，H．Ito，］．Kawai，］．Konishi，Y．Shimizu，andT．Nakamura．Biochim．  
Biophys．Acta，1444：291－294，1999  
MolecularclonlngOfhumanchondromodulin－Ⅰ，aCartilage－derivedgrowthmodulatingfactor，andits expres－  
Sioninchinesehamsterovarycells．Y．Hiraki，K．Mitsui，N．Endo，K．Takahashi，T．Hayami，H．Inoue，  
K．Tokunaga，C．Shukunami，T．Kono，M．Yamada，H．Takahashi，andJ．Kondo．Eur．J．Biochemリ260：  






J．Konishi，andT．Nakamura．Biochenl．Biophys．Res．Commun．，257：814－820，1999 ＼  
Generationofmultipletranscriptsfromchickenchondromodulin－Igeneandtheirexpressionduringembryonic  
development．C．Shukunami，S．Yamamoto，T．TanabeandY．Hiraki．FEBSLett．，456：165－170，1999  
生体組織工学研究部門   
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軟骨細胞分化の制御因子．宿南知佐，開 祐司 CLINICAL CALCIUM，9：452－457，1999  
コンドロモジュリンと軟骨再生．開 祐司 再生医学一基礎と治療への応用－（RegenerationMedicine：Bridg－  
ing betweenBasicandClinicalSciences），PP．92－98  
軟骨幹細胞の増殖分化と関節軟骨の再生．開 祐司，宿南知佐，水田博志 リウマチ科，22：10－17，1999  
軟骨再生の分子機構と治療への展開．開 祐司 最新医学，54：2843－2849，1999  
オーバービュー ：再生医学ということを考える．開 祐司 現代医療，31：2976－2983，1999  
軟骨細胞．細胞外マトリックス研究法［4］～基礎知識からデータの解釈まで～（コラーゲン技術研修会 刊），編  
集：畑隆一郎，服部俊治，新井克彦 第ⅠⅤ部．機能解析法 上，第1章f．（2），pp．66－69  
㊥学会等の講演㊥   
1）学会・研究会発表  




活性型Notchは軟骨細胞様細胞株ATDC5の結節形成と基質産生を抑制する．渡辺尚子，木村（飯島）直子，開 祐  





正史，山崎 隆，園田 潤，光井かおり，開 祐司，内田淳正 第58回日本癌学会総会（1999．9．29．広島）  
2）講演・セミナーなど  
1999．2．2．開 拓司（京都大学再生医科学研究所），関節軟骨の再生誘導，武田薬品工業開拓第1研究所セミナー  
1999．2．2．開 祐司（京都大学再生医科学研究所），コンドロモジュリンーⅠの腫瘍血管新生阻害作用，平成10年  
度がん特定 公開・合同シンポジウム  
1999．2．3．開 祐司（京都大学再生医科学研究所），軟骨分化の制御シグナルネットワーク，東京理科大学生命科  
学研究所セミナー  
生体組織工学研究部門  
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1999．2．25．開 祐司（京都大学再生医科学研究所），軟骨基質の硫酸化とFGFシグナリング，新潟大学歯学部大  
学院特別講義  
1999．3．11．Y．Hiraki（InstituteforFrontierMedicalSciences，KyotoUniversity），Chondromodulin－Iasanovel  
Cartilagespecific growth factor．，Sixth Symposium on Growth and Developmentin Children with  
ChronicRenalFailure”TheMolecularBasisofSkeletalGrowth”  
1999．9・21・C・Shukunami（InstituteforFrontierMedicalSciences，Kyoto University），Role of cartilage－  
derivedanti－anglOgenicfactor，Chondromodulin－I，duringendochondralboneformation．，SulzerSurlej－  
MeetingonCartilageBiology．  
1999・9・21・Y．Hiraki（Institute for Frontier MedicalSciences，Kyoto University），Differentiation of  
Chondrogenicprecursorcellsduringtheregenerationofarticularcartilage．，SulzerSurlej－Meetingon  
CartilageBiology．  
1999．11．19．開 祐司（京都大学再生医科学研究所），宿南知佐（京都大学再生医秤学研究所），水田博志（熊本  
大学医学部），組織幹細胞の増殖分化と関節軟骨組織の修復，第21回日本バイオマテリアル学会大会  
1999．12．8．開 祐司（京都大学再生医科学研究所），宿南知佐（京都大学再生医科学研究所），ChM－Ⅰの抗腫瘍作  
用，第22回日本分子生物学会年会ワ■－クショップ 血管新生の分子機構とがん治療の展開  
1999．12．9．手塚建一（東京理科大），渡辺尚子（東京理科大），守村直子（東京理科大），宮谷精二（東京理科大），  
開 祐司（京都大学再生医科学研究所），活性型Notchは骨芽細胞と軟骨細胞の分化を異なった方向に制御  
する，第22回日本分子生物学会年会ワークショップ 骨粗髭症の分子生物学  
組織修復材科学分野  
DepartmentofReparatjveMateria］s  








































図1 カニクイザルの頭蓋骨欠損部（8mm）における骨組織の再生  
㈱未処置、（B）bFGF（用叫9）含有ゼラチンハイドロゲルの埋入21週後  
Department of Reparative Materials  
ThisdepartmentisoriginatedfromthedivisionsofMolecularDesignandBiomaterials oftheformer   
ResearchCenterforMedicalEngineerlng，Whichfocusedonhowtoapplypolymericmaterialsformedical   
uses．Formerresearchsub5ectscanbegroupedintotwoareas．Oneisthesynthesisofbloodandtiss11eCOm－   
patibleandbioabsorbablematerials，andtheoth声rSarethedevelopment of artifici山organs and dr曙－   
COntrO11ed－releasesystems11Singtho＄ematerials．However，WereCOgnizedthatthepati8ntSfaceddifficulties   
tospendtheirlifeinahighqualitywhenapartoftheirtiss11eOrOrganisreplaeedwith8．rtificialparts．   
Sincethereorganizationoftheresearchcenter，WeareeXPandingourresearchestoregenerationoftissuesand   
OrganSWiththeassistaTICeOfpolymerlCmateriaユ．  
Withhis20AyearreSearChexperienceswithpro5ectsonthedevelopmentsofartificialorgans，SuChas   
heart，p且nCreaS，andliver，Dr．fwataeoncentraLteShiseffortsmainlyonregenerationorreconstruCtionofin－   
ternalorgans．MedicalcareswiththemethodoforgaJlregenerationareappliedtothepatientswhosuffer  





andhumoralfactorsthatexertdeteriorat，ingeffectsonorganregeneration．   

















㊥誌上発表㊥   
1）原著論文  







PreparationofDNA－immobilizedimmunoadsorbentfortreatmentofsystemiclupuserthematosus・B・Zhu，H・   
Iwata，D．Kang，Y．Yu，K．Kato，andY．Ikada．一．Biomater．Sci．PolymerEdn．，10（3），34ト350，1999・  













Y．Matsui，andY．Ikada．J．ControlledRelease，59，187－196，1999．   






602－612，1999   
Bioabsorbablemicrospheresforlocaldrugreleaseinthearticulus．D．Ⅴ．Ramesh，Y．TabataandY．Ikada．］．  
Bioact．Compat．Polym．，14，137－149，1999．  






1999．   
Invitroevaluationofmetabolicfunctionsofabioartificialliver．H．Iwata，T．Sajiki，H．Maeda，Y．－G．Park，  
B．Zhu，S．Satoh，T．Uesugi，Ⅰ．Ikai，Y．Yamaoka，andY．Ikada．ASAIOJ．，45，299－306，1999．  








人工真皮（ペルナック）に対するbasicfibroblastgrowth factorの添加効果．河合勝也鈴木茂彦，田畑泰彦，  
筏 義人，西村善彦．日本熱傷学会誌，25（2），54－62，1999．  
配位結合を利用した高分子へのタンパク質薬物の結合．田畑泰彦，筏 義人．DrugDeliverySystem，14（3），  
171－178，1999，  
TGF－β1含有吸収性ゼラチンハイドロゲルの頭蓋骨再生酪．洪 流，田畑泰彦，山本雅哉，宮本 享，橋本信夫，  
生体組織工学研究部門  
－30－   
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超音波利用で薬物作用増強一超音波を利用して薬物の作用を増強する試み－・田畑泰彦，筏 義人・超音波TEC  
HNO，3，37－40，1999．  




組織工学 －1この一年の進歩－．田畑泰象 人工臓器27（5），814－816（1999）  
組織工学へのDDS技術の応用．田畑泰彦．「組織工学入門」上田実編，名古屋大学出版会，52－67（1999）・  
㊥学会等の講演㊥   
1）学会・研究会発表  
ポリ（2＿アクリルアミト2－メチルプロバンスルホン酸）をグラフト化したポリスチレンビーズと補体系との相互作  
生体組織工学研究書卵ヨ   
ー31－  
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構．村上能庸，北野悦子，北村 肇，岩田博夫，筏 義人．第36回補体シンポジウム（1999．6．2ト23東京）  
ゼラチンとのコンプレックスに伴うbFGFの細胞増殖活性の変化．石井倫裕，田畑泰彦，平野義明，筏 義人．  
第45回高分子研究発表会（1999．7．8．神戸）  
セルロース中空糸の表面処理による細胞接着性の付与．高 寅甲，岩田博夫，筏 義人．第45回高分子研究発表  
会，（1999．7．8．神戸）  




TGF－β1含浸生体吸収性マイクロスフィアを用いた自家骨弁一頭蓋骨間ギャップの骨再生．洪 流，田畑泰彦，  
山本雅哉，宮本 亨，橋本信夫，筏 義人．第15回日本DDS学会（1999．7．8－9．香川）  
ポリ乳酸微小気泡を用いた肝臓への遺伝子導入の超音波照射による増強．戸田泰信，森安史典，松村 毅，岸 清  
彦，千葉 勉，田畑泰彦，筏 義人．第15回日本DDS学会（1999．7．8－9．香川）  
血管新生抑制物質：TNP－470へのポリビニルアルコール修飾による脈絡膜血管新生に対するクーゲッティング療法．  
安川 力，木村英也，田畑泰彦，宮本秀樹，本田孔士，筏 義人，小椋祐一郎．第15回日本DDS学会（1999．  
7．8－9．香川）  
金属配位結合を利用したinterferonの肝臓へのクーゲティング．杉之下与志樹，森安史典，松村 毅，戸田泰信，  
石橋龍爾，千葉 勉，田畑泰彦，筏 義人．第15回日本DDS学会（1999．7．8－9．香川）  
ゼラチンと相互作用したbFGFの細胞増殖活性．石井倫裕，田畑泰彦，平野義明，筏 義人．第28回医用高分  
子シンポジウム（1999．7．28東京）  
RT－PCR法を用いた新しいバイオ人工肝臓の機能評価法．藤田 聡，村上能庸，Paek HyunJoon，上田勇一郎，  
朱 伯儒，桟敷俊信，岩田博夫，筏 義人，佐藤誠二，猪飼伊和夫，山岡養生．第28回医用高分子シンポジ  
ウム（1999．7．28東京）  
生体吸収性ハイドロゲルを用いたVEGFの徐放．宮尾 学，田畑泰彦，筏義人．第28回医用高分子シンポジウ  
ム（1999．8．29－30．東京）  
細胞増殖因子の徐放化担体としてのゼラチンハイドロゲル．山本雅哉，尾関 真，田畑泰彦，筏 義人．第48回  
高分子討論会（1999，10．6～8新潟）  
種々の中空糸モジュールを用いたバイオ人工肝臓の試作とその機能評価．上田勇一郎，岩田博夫，Paek，Hyun  
Joon，下岡 豊，高寅甲，山岡義夫，猪飼伊和夫，竹山 治．第48回高分子討論会（1999．10．6～8新潟）  
アニオン性高分子電解質と血清補体系との相互作f削こ関する検討．村上能庸，北野悦子，岩田博夫，北村 肇，筏  
義人．第48回高分子討論会（1999．10．6～8新潟）  
表面プラズモン共鳴法を用いた水酸基を有する表面と補体との相互作用の解析．平田伊佐雄，岩田博夫，森本要  
子，村上能庸，筏 義人，北野悦子，北村 肇．第48回高分子討論会（1999．10．6～8新潟）  
血管新生のための生体内吸収性ハイドロゲル徐放体の設計．宮尾 学，田畑泰彦，筏 義人．第48回高分子討論  
生体組織工学研究部門  
－32－   
J几Sとよ£昆feノbrFro托とょer凡才edgcαg5c∫∽CeS  
会（1999．10．6～8新潟）  
全血により試作バイオ人工肝臓の濯流．HyunJoon Paek，上田勇一郎，高 寅甲，下岡 豊，日置泰典，岩田博  
夫，金沢旭宣，竹山 治，上杉毅彦，西鉢隆太，桂 長門，猪飼伊和夫，山岡養生．第37回日本人工臓器学  
会（1999．10．15－16名古屋）  
アルガトロバン徐放型ステントの開発．当麻直樹，大脇久敬，定藤章代，岩田博夫，滝 和郎．第16回Metallic  
Stents、＆Grafts研究会（1999．11．13大阪）  
徐放性細胞増殖因子を利用したTissue Engineering．田畑泰彦．99TakedaGenomeUrology（1999．11．13．鎌倉）  
NitinoICoilの開発． 当麻直樹，川島裕幸，岩田博夫，滝 和郎． 第15回日本脳神経血管内治療学会  
（1999．11．17～19福岡）  
非接着性シアノアクリレート系液体塞栓材料（Isostearyl－2TCyanOaCrylate）の開発と臨床応用性の評価．大脇  
久敬，定藤章代，岩田博夫，滝 和郎，佐藤 徹，川那辺吉文，坂井信幸，永田 泉，菊池晴彦，橋本信夫．  
第15回日本脳神経血管内治療学会（1999．11．17～19福岡）  
抗菌性人工真皮の開発．河合勝也，鈴木茂彦，西村善彦，田畑泰彦，平 嗣良 第21回日本バイオマテリアル学  
会大会（1999．11．19－20．京都）  
生体吸収性材料と細胞増殖因子を用いた顎骨再生に関する研究－bFGF含有ゼラチン粒子の顎骨欠損部骨再生に及  
ぼす影響－．横矢重俊，木下靭彦，宮本将利，福岡真一，大塚 亨，水沼秀之，田畑泰彦，筏 義人．第21  
回日本バイオマテリアル学会大会（1999．11．19－20．京都）  





脈絡膜血管新生におけるエンドグリンの発現とその抗体を用いたクーゲティング療法の可能性．安川 力，宮本  
秀樹，本田孔士，田畑泰彦，木村英也，小椋祐一郎．第21回日本バイオマテリアル学会大会（1999．11．19－20．  
京都）  
骨髄細胞を用いた頭蓋骨欠損部再生に及ぼす徐放化TGFβ1の効果．洪 流，宮本 亨，橋本信夫，田畑泰彦，宮  
尾 学，筏 義人．第21回日本バイオマテリアル学会大会（1999．11．19－20，京都）  
徐放化bFGFによるマトリゲル内での脂肪組織の新生．宮尾 学，田畑泰彦，稲本 俊，筏 義人．第21回日本  
バイオマテリアル学会大会（1999．11．19－20．京都）  
ゼラチンハイドロゲルからの細胞増殖因子の徐放化と組織工学への応用．石井倫裕，田畑泰彦，平野義明，山本雅  






rials（1999．6．20－25．America）   
Invitroevaluationofmetabolicfunctionsofabioartificialliver．H．Iwata，T．Sajiki，H．Maeda，Y：G．Park，  














Vasucularizationintoaporousscaffoldthroughcontrolledreleaseofbasic fibroblast growth factor・Y・  
Tabata，M．Miyao，M・Yamamoto，andY・Ikada・TheForthAsianSymposiumonBiomedicalMaterials  
（1999．12．1－3，Singapore）  





Atrialtopreparecollagen－hydroxyapatite compositein vitro・A・John，Y・Tabata，M・Yamamoto・R・  
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細胞となり，精巣内では一旦増殖停止期に入って精原細胞へと分化する。このような生殖細胞の性分化を制御す   
る分子機構の解明が待たれている。  
【業績目録】  
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Acystatin－relatedgene，teStatin／creqo，Showsmale－SPeCificexpressioningermandsomaticcellsfromtheini－  
tialstage of murinegonadalsex－differentiation．Y．Kanno，M．Tamura，S．Chuma，T．Sakurai，T．  
Machida，andN．Nakatsuji．Int．］．Dev．Biol．43：777－784，1999．  
2）著書および総説  
PerpendicularcontactguidanceofCNSneurons：isit operativein brain cortex development？K．Ono，Ⅰ．  
Nagata，T．Hama，andN．Nakatsuji．”NeuralDevelopment”（Eds．，K．Uyemura，K．Kawamura，T．  
Yazaki），KeioUniv．Symp．forLifeScienceandMedicine，2：PP．50－56，1999．  
ヒトES細胞株樹立が意味するもの 中辻憲夫 蛋白質核酸酵素 44：291－294，1999．  
始原生殖細胞 中辻憲夫 岩波講座「現代医学の基礎」第5巻「生殖と発生」（編者：森崇英・山村研一），2－8，  
1999．   




マウス始原生殖細胞から雌雄生殖細胞への分化機構 中辻憲夫 日本発生生物学会第32回大会でのワークショップ  
「生殖細胞系列の発生メカニズム」（オーガナイザー：野瀬俊明・中辻憲夫）（1999．5．29神戸）  
マウス始原生殖細胞の平面培養下での第一減数分裂前期への移行 中馬新一郎，中辻憲夫 日本発生生物学会第32  
回大会（1999．5．29神戸）  
生体内電気穿孔法によるマウス生殖細胞へのGFP遺伝子の導入 黄振勇，桜井敬之，田村勝，中馬新一郎，菅野靖  
彦，斎藤哲一郎，中辻憲夫 日本発生生物学会第32回大会（1999．5．30神戸）  
シロウオ（エe〟CqpぶαrZo71peとeJ℃よよ）受精卵および未受精卵へのGFP遺伝子導入 斎藤大樹，紙本幹子，三宅顕三，  
北野忠，秋山信彦，木下政人，中辻憲夫，中辻孝子 日本動物学会第70回大会（1999．9．28山形）  
シロウオ（エe㍑CqpSαrわ花pe亡eJ3iよ）胚8細胞期の動物極側割球除去後の胚発生 紙本幹子，斎藤大樹，三宅顕三，  
山羽悦郎，鈴木徹，中辻憲夫，中辻孝子 日本動物学会第70回大会（1999．9．28山形）  
2）講演  
マウス生殖系列細胞の発生と性分化機構の解析（招待講演）中辻憲夫 東北大学加齢医学研究所シンポジウム  
「幹細胞と形態形成」（1999．6．18仙台）  
ヒトES細胞株の意義と今後の展望 中辻憲夫 第2回目本組織工学会におけるシンポジウム「動物クローニング，  
ES細胞，細胞臓器移植の展望と問題点」（オーガナイザー：中辻憲夫）（1999．6．26八王子）  
マウスにおける雌雄生殖細胞の発生と分化（招待講演）中辻憲夫 第14回「大学と科学」公開シンポジウム  
（1999．11．28東京）  






























ることを検討している．   
また，細川グループは遺伝的老化促進マウスSAMを用いて，遺伝学的，病理学的，及び生化学的研究を進めてい  
る．骨，関節，神経をはじめとする生体老化のモデルとして，解析を進めている．   
DepartmentofMedicalEmbryology＆Neurobiologyfocusesonmolecularmechanismsunderlyingearly  
vertebratedevelopment，eSPeCiallydevelopmentofnervoussystems・Wearealsoaimlngatmedicalapplica－  
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fromimmatureectoderm，WhichotherwiseglVeSrisetoepidermis．Interestingly，theDrosophilahomologue  
ofChordin，SOg，turnedouttobeanupstreamregulatorofneurogenesisinfly，SuggeSting that Chordinis  
usedubiquitouslyforneuralregulatorintheanimalkingdom．  
Ourcurrentprojectsareasfollows：   
（1）Molecularcontrolofneuraldifferentiationfromuncommittedectoderm．   
（2）Molecularbasisfordiversityofneurons．   
（3）invitrodifferentiationofEScellsintoneuraltissues．  
（1）ByusingtheXenpoussystem，Wehavesystematicallysearchedfor downstream genes of theneural  
inducerChordin．Wehaveisolated three early neural－SPeCific transcription factors which functionsin the  
downstreamcascadeofneuralinduction．Twoofthem，Zic－rlandSoxD，CanCauSeneuraldifferentiationin   
theisolated ectoderm exlants andin vivo when overexpressed．Loss－Of－funCtion st11dies uslng dominant－  
negativeconstructsshowedthatSoxDisrequired for forebrain development．The othergene，Sox2，isre－  
quiredforneuraldevelopmentingeneral，includingbothcentralandperipheralnervoussystems．（2）Wesys－  




















ⅩenopusXenf：Anearlyendodermalnuclearfactorthatisregulatedinapathway distinct from Sox17and  
Mix－relatedgenepathways．，］．Nakatani，K．Mizuseki，H・Tsuda，S・Nakanishi，andY・Sasai・Mech・  
Dev．（印刷中）  









Genetictyping of the Senescence－Accelerated Mouse（SAM）strains with microsatellite markers・C・Ⅹia，  
K．Higuchi，M．Shimizu，T．Matsushita，K．Kogishi，」．Wang，T・Chiba，M・F・W・FestingandM・Hosokawa・  
Mammalian GenomelO：235－238，1999．  
IdentificationofquantitativetraitlocithatcontrollowpeakbonemassuslngaSPOntaneOus1y osteoporotic  






Thepassageofblood－bornehorseradishperoxidaseinto theamygdaloid area ofthemousebrain・M・Ueno，  
Ⅰ．Akiguchi，M．Hosokawa，H．Kotani，K．KanenishiandH．Sakamoto．Histochem．CellBiol．112：265－270，  
1999．   
High－1inoleateand high－a－1inolenate diets affectlearnlng ability and naturalbehaviorin SAMRlmice・  
M．Umezawa，K．Kogishi，H．Too，S．Yoshimura，N．Seriu，A．Ohta，T．TakedaandM．Hosokawa．］．Nutr．  
129：43ト437，1999．  
Mouse senile amyloid depositionis s11PPreSSed by adenovirus－mediated overexpression of amyloid resistant  
apolipoprotein A－ⅠⅠ． T．Chiba，K．Kogishi，J．Wang，C．Xia，T．Matsushita，］．Miyazaki，Ⅰ．Saito，  
M．HosokawaandK．Higuchi．Am．］．Pathol．155：1319－1326，1999．  




オーガナイザーをめぐる概念と分子 笹井 芳樹 細胞工学（印刷中）   
TheSenescenceTaCCeleratedMouse．SectionIV．Cellularandorganismicconsequencesofprotein deposition．B．  
Animalmodelsofproteindepositiondiseases．K．Higuchi，M．HosokawaandT．Takeda．In Methodsin  
Enzymologyvol．309．Amyloid，PrlOnS，andotherproteinaggregates．R．Wetzeled．AcademicPress1999，  
pp．674－686．  
1章4．組織および個体レベルからみた老化．4．2．個体の老化．細川昌則．新老年学（第2版） 東京大学出  
版会 折茂 肇編，pp．94－9乳1999．  
再生統御学研究部門  
－40－   
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Agingofblood－brainbarrierandneuronalcellsofeyeandyearin SAMmice．M．HosokawaandM．Ueno．  
Neurobiol．Aging20：117－123，1999．  
㊥学会等の講演＠   
1）学会・研究会発表  
ⅩerlOPuS神経誘導におけるSox2の必要性 岸 将史，笹井芳樹 日本発生生物学会（5．28．神戸市）  
Kielin：AnovelMidlineSignalingMolecule．水開催司，笹井芳樹，日本発生生物学会（5．28．神戸市）  
新規の内胚葉特異的核内因子Ⅹenf 中谷 仁，笹井芳樹 日本生化学会（10．9．横浜市）  
老化促進モデルマウス（SAM）に関する実験的研究115．骨格筋Tubularaggregatesのマウス系統間分布と加齢  
変化 西川智文，高橋 潤，藤澤裕美，西村泰光，樋口京一，夏 展，小岸久美子，橋本信夫，細川昌則 第  
88回日本病理学会総会（1999．4．8．東京）  
老化促進モデルマウス（SAM）に関する実験的研究116．変形性関節症の程度と軟骨細胞のアポトーシスの関係に  
ついて 木元光俊，松下隆寿，細川昌則，坪山直生，太田 明，清水基行，笠井宗一郎，中村孝志 第88匝旧  
本病理学会総会（1999．4．8．東京）  
マウス老化アミロイドーシス（AApoAII）の伝播機構－1：アミロイド線維核の経口伝播 樋口京一，森 政之，千  
葉卓也，中村明宏，侍 麗，Ⅹing Yanming，是永龍巳，松下隆寿，小岸久美子，夏 展，細川昌則 日本基  
礎老化学会第22回大会（1999．6．16．京都）  
骨格筋Tubularaggregatesのマウス系統問分布と加齢変化 西川智文，高橋 潤，松下隆寿，西村泰光，樋口京  
一，橋本信夫，細川昌則 日本基礎老化学会第22回大会（1999．6．16．京都）  
Oggl遺伝子の突然変異とSAMP系マウスの老化表型との関連 森 政之，内木宏延，中村明宏，千葉卓也，近藤昌  
平，豊園伸哉，細川昌則，樋口京一 日本基礎老化学会第22回大会（1999．6．17．京都）  
老年性骨粗髭症モデルマウス（SAMP6）の骨における副甲状腺ホルモンによって誘発された c－fos遺伝子の発  
現 武田記和，坪山直生，笠井隆一，高橋健志郎，清水基行，中村孝志，細川昌則 第17回骨代謝学会  
（1999．7．29．大阪）  
2）講演  
Downstreamgenesofneuralinducers，笹井芳樹Juan March財団 シンポジウム（5．26．マドリド）  
神経初期分化の制御機構 笹井芳樹 日本神経科学会（7．8．大阪市）  
Downstreamgenesofneuralinducers．笹井芳樹 千里ライフサイエンス財団シンポジウム（11．2．吹田市）  
神経誘導の下流因子による誘導とパターン形成 河崎洋志，笹井芳樹 日本分子生物学会ワークショップ（12．8．  
福岡市）  
Inductionandpatterningofnervoussystemsbydownstreamgenesoftheneuralinducer，笹井芳樹 米国細胞  
生物学会（12．11．ワシントン）  
脳・神経系の老化と実験モデル動物 細川昌則，シンポジウム；脳・神経系の老化，日本発遠心理学会第10回大会，  
（1999．3．27．大阪）  
栄養による老化制御の試み－老化促進モデルマウス（SAM）を例として 細川昌則 シンポジウム；食物・栄養  
と生活習慣病：時間生物学と統合的視点からのアプローチ1999年度日本農芸化学会大会（1999．4．1．福岡）  
再生統御学研究書肝ヨ   
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老化促進と老年性退行疾患のモデルとしてのSAM系統マウス 細川昌則 シンポジウム；老化モデルの最前線一  
老化の多様性と普遍性を探る－ 第22回日本基礎老化学会大会（1999．6．17．京都）  
SAM系統マウス：老化促進と老年性退行変性疾患のモデル動物 細川昌則 第10回日本老年医学会東北地方会教  
育講演，（1999．10．9．弘前）  
老化の超徴形態俊一SAM系統マウスにおける老化促進と老年性退行変性疾患発症の機構一 細川昌則，上野正樹，  
西川智文，千葉陽一，秋口一郎 日本電子顕微鏡学会・日本臨床電子顕微鏡学会合同シンポジウム ；電子顕  
微鏡が21世紀に伝えるもの 第31回日本臨床電子顕微鏡学会大会（1999．11．18東京）  
出藍鼎紀妾鼎陪鞋き触診  
再生増殖制御学分野  















の臨床試験についての分析やまとめを行っており，共同で成果を発表している．   
Researchworksaimlngatleadingtoimprovementofcancertreatmentarebeingcarriedout・Ongoingre－  
searchthemesareasfollows．（1）Invitroandinvivoevaluationofnewhypoxiccellradiosensitizerssuchas  
PR－350andKU－2285．Afluorinated2－nitroimidazoleKU－2285whichwas developed at Kyoto UniversitylS  
nowbeingtestedinclinicsincombinationwithintraoperativeradiotherapy，aSaCOllaborativestudywith  
theDepartment ofRadiology，Kyoto University Hospital．（2）Development of new types of antitumor  
prodrugSthatareactivatedbyirradiationunderhypoxicconditions・Thisstudyisbeingcarriedoutincol－  
1aborationwiththeDepartmentofEnergy and HydrocarbonChemistry，GraduateSchoolofEngineerlng，  
KyotoUniversity．Wehaverecentlyreported on a prodrug of5－f】uorouracil（5－FU）thatis efficiently  
再生統御学研究部門  

















Primary centralnervous systemlymphomainJapan：a nationwide survey．HayabuchiN，Shibamoto Y，  
OnizukaY，JASTROCNSLymphomaStudyGro11PMembers．IntJRadiatOncoIBioIPhys44：265－272，  
1999．   
AphaseⅡstudyofconcurrentacceleratedhyperfractionatedradiotherapyandcarboplatin／oraletoposidefor  






Short－termChemotherapyandpalliativeradiotherapy forelderlypatientswith stageⅣnon－Smallcelllung  
CanCer．AphaseⅡstudy．JeremicB，ShibamotoY，Milicic B，Milisavljevic S，NikolicN，DagovicA，  
RadosavljevicTAsicG．LungCancer24：1－9，1999．  
Systemicchemotherapywithvincristine，CyClophosphamide，doxorubicinandprednisolonefollowingradiother－  
apyforprlmaryCentralnervoussystemlymphoma：aPhaseIIstudy．Shibamot，OY，SasaiK，Oya N，  
HiraokaM．JNeuro－Onco142：161－167，1999．  
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1999．  
Roleofradiationtherapyin the combined－mOdality treatment ofpatientswith extensivediseasesmallTCell   
lungcancer：arandomizedstudy・Jeremic B，Shibamoto Y，Nikolic N，Milicic B，Milisavljevic S，  
DagovicA，AleksandrovicJ，Radosavljevic－AsicG・JClinOncol17：2092－2099，1999・  
Short－COurSeradiotherapyln elderly and frailpatients with glioblastoma multiforme・A phaseⅡ study・  
JeremicB，ShibamotoY，GrujicicD，MilicicB，StojanovicM，NikolicN，DagovicA，AleksandrovicJ・  
JNeur0－Onco144：85－90，1999．  










放射線と正常組織反応 芝本雄太 癌の臨床45：253－254，1999．  
放射線治療の進歩への放射線生物学の貢献 芝本雄太 癌と化療26：1242－1247，1999  









OFUOOl，aPrOdrugof5－fluorouracilthatisactivatedby hypoxicirradiation．Y．Shibamoto，H．Hatta，L．  






























西本清一 第38回日本医学放射線学会生物部会（1999．4．6東京）  
5－フルオロデオキシウリジン遊離機能をもつ放射線還元活性化プロドラッグの合成と抗腫瘍活性 榊原進吾，森  
繭子，周 玲，八田博司，芝本雄太，西本清一 第5回癌治療増感研究会（1999．5．15京都）  
頭蓋内胚芽種に対する線量低減の第ⅠⅠ相試験 芝本雄太，笹井啓資，平岡真寛，高橋正治，阿部光幸 第58回日本医  
学放射線学会（1999．4．6東京）  
孤立性肺腫瘡に対する定位放射線照射における治療計画 永田 靖，根来慶春，小久保雅樹，堀井直敏，荒木則雄，  
藤原一央，奥野芳茂，光森通英，笹井啓資，芝本雄太，平岡真寛 第58回日本医学放射線学会（1999．4．6東  
京）  
肺癌の脳転移に対する放射線治療成績一全脳照射と定位放射線照射との比較一 永田 靖，小久保雅樹，芝本雄太，  
平岡真寛，池  修，和田洋巳 第40回日本肺癌学会（1999．10．21札幌）  
進展型肺小細胞癌の治療における放射線治療の役割 芝本雄太 第40回日本肺癌学会（1999．10．22札幌）  
脳原発悪性リンパ腫に関する全国アンケート調査 芝本雄太，早渕尚文，鬼塚昌彦 第8回日本脳腫瘍カンファラ  
ンス（1999．11．15越後湯沢）  
ヒト膵癌細胞の放射線感受性と低酸素細胞増感剤ドラニダゾールの効果 芝本雄太，久保田武志，岸井兼一，辻谷  
典彦，高橋正治 第1回日本放射線腫瘍学会（1999．11．20横浜）  
孤立性肺腰痛に対する定位放射線照射における治療計画と治療経過 荒木則雄，永田 靖，根来慶春，溝脇尚志，  
再生統御学研究部門   
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青木徹哉，小久保雅樹，堀井直敏，光森通英，笹井啓資，芝本雄太，平岡真寛 第12回日本放射線腫瘍学会  
（1999．11．20横浜）  
非小細胞肺癌におけるGrade5放射線肺臓炎の検討 堀井直敏，永田 靖，芝本雄太，高橋正治，平岡真寛 第12  
回日本放射線腫瘍学会（1999．11．20横浜）  
肺腰痛定位放射線照射における体幹部固定異の体位再現精度 根来慶春，永田 靖，小久保雅樹，荒木則雄，堀井  
直敏，青木徹哉，溝脇尚志，光森通英，笹井啓資，芝本雄太，平岡真寛 第12回日本放射線腫瘍学会  
（1999．11．21横浜）   
2）講演  
Predictionofproliferativeactivityandradiosensitivity of human tumors by the micronucleus assay・Y・  
Shibamoto，TrendsofRadiobiologyinRadiooncology－25yearsRadiobiologyin Essen－（1999・7・16  
Essen，Germany）  
転移制御と放射線治療：肺癌 芝本雄太 第29回放射線による制癌シンポジウム（1999．7．2横浜）  
中枢神経腫瘍 芝本雄太JASTRO第1回放射線腫瘍学夏季セミナー教育講演 芝泰雄太（1999．7．24豊中）  
放射線による正常組織反応の修飾 芝本雄太 第58回日本癌学会総会ワークショップ指名講演（1999．9．30広島）  
低酸素細胞対策の新しい展開 芝本雄太第2回東北地区放射線治療免疫研究会特別講演（1999．10．15仙台）  
≡諦拓柵  醐  
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ThemainfieldofresearchinthisdepartmentconcernsthedevelopmentofTcellsfrom hematopoietic  
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EmergenceofT，Bandmyeloidlineagecommitmentaswellasmultipotent hematopoieticprogenitorsinthe  
AGMregionofdaylO fetuses ofthemouse．K．Ohmura，H．Kawamoto，S．Fujimoto，S．Ozaki，K．  
Nakao，andY．Katsura．J．Imm11nOl．163：4788－4795，1999  




丁細胞系列へのコミットメント 桂 義元，河本 宏 免疫Immunology Frontier9（1）：5－11，1999  
αβ型丁細胞とγ∂型丁細胞への分化経路 河本 宏，桂 義元 臨床免疫 31（3）：272－281，1999  
造血幹細胞からリンパ球系列へのコミットメント 桂 義元，河本 宏 実験医学増刊号17（9）：97－103，1999  
胸腺丁細胞の分化に白血球特異的アダプタpタンパクSLP－76が必要である．藤本真慈，桂 義元．臨床免疫31（6）：  
710－716，1999  
造血幹細胞と血液・リンパ球の再生 桂 義元，大村浩一郎，河本 宏 現代医療31（12）：49－54，1999  
TCF－1／LEF－1藤本真慈，桂 義元 実験医学別冊Bio Science新用語ライブラリー転写因子第2版p．160－161，  
再生統御学研究部門  
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1999   
Reconsideration of the process of early hematopoleSis：A new concept proposed from studies with the  
multilineageprogenitorassay．Y．Katsura．TheKeioJournalofMedicine48（3）：156，1999  
3）学会・研究会記録・報告書  
桂 義元：T細胞初期分化の分子機構．文部省科学研究費補助金．重点領域研究平成10年度研究成果報告書．  
1999．3   
桂 義元：血液系前駆細胞における系列コミットメントの検証．長寿医療委託研究 研究報告集．1999．3  
喜納辰夫：T系前駆細胞の分化と増殖機構の研究．文部省科学研究費補助金．基盤研究（C）（2）平成9－10年度研究  
成果報告書．1999．3  
桂 義元：KTCCの歩みと今後．JSINewsletter（日本免疫学会会報 7（2）：201999．10  
?????‥? ‥??
??
㊥学会等の講演㊥   
1）学会・研究会・発表  
胸腺丁前駆細胞のTCR遺伝子再構成以前における増殖 河本 宏，藤本真慈，大村浩一郎，桂 義元 第2回京  
都免疫ワークショップ（1999．2．20京都）  
マウス10日目脂仔におけるpre－hematopoietic stem cellの同定 大村浩一郎，河本 宏，桂 義元 第61回日本  
血液学会総会（1999．4．19東京）  
マウス胎生期造血におけるT前駆細胞およびB前馬区細胞の発生 河本 宏，大村浩一郎，桂 義元 第61回日本血  
液学会総会（1999．4．19東京）  








胎仔胸腺内における前馬区細胞からTおよびNK系列へのコミットメント 伊川友活，河本 宏，藤本真慈，桂 義  
元 第6回近畿臍帯血幹細胞移植研究会（1999．11．6大阪）   
PrethymicandintrathymicstepsofthelineagecommitmentofprogenitorcellstowardTcells．H．Kawamoto，  
andY．Katsura．第29回日本免疫学会学術集会シンポジウム（1999．12．1京都）   
Newlyidentifiedlymphoidcelllineagecontributerstopeyer’spatchdevelopmentanddifferentiationsintonatu－  
ralkiller－and dendritic－Cells．H．Yoshida，H．Kawamoto，H．Hashi，K．Honda，S．Nishikawa，Y．  
Katsura，andS－Ⅰ．Nishikawa．第29回日本免疫学会学術集会シンポジウム（1999．12．2京都）  




♂  yolk sac中の多能前馬区細胞の解析 大村浩一一郎，河本 宏，桂 義元 第29回日本免疫学会学術集会（1999．12．1  
京都）  
再生統御学研究部門   
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マウス11日目脂仔末梢血中にみられる前駆細胞の分化能の解析 陸 敏，大村浩一郎，河本 宏，桂 義元 第29  
回日本免疫学会学術集会（1999．12．1京都）  
胸腺丁前駆細胞のTCRβ鎖遺伝子再構成以前における増殖 藤本真慈，河本 宏，伊川友括，桂 義元 第29回  
日本免疫学会学術集会（1999．12．1京都）  
胸腺中に存在するDCとT系列へ分化するbipotentprogenitor 沈 恵卿，河本 宏，伊川友活，陸 敏，桂 義  
元．第29回日本免疫学会学術集会（1999．12．2京都）  
T系列およびNK系列へのcommitmentはTCR遺伝子再構成とは無関係に起こる 伊川友活，河本 宏，藤本真慈，  
桂 義元．第29回日本免疫学会学術集会（1999．12．3京都）  
ケモカインSDF－1／PBSFおよびその血球細胞上の受容体CXCR4の成体造血における機能の解析 川端健二，氏川  
郁穂，栄川 健，河本 宏，飯笹 久，橘 和延，岸本忠三，桂 義元，長澤丘司 第29回日本免疫学会学  
術集会（1999．12．3京都）  
SDF－1欠損マウス由来ストローマ細胞株の造血支持能の解析 喜納辰夫，栄川 健，長揮丘司，桂 義元 第29回  
日本免疫学会学術集会（1999．12．3京都）  
γ∂T系列への決定とTCRγ鎖遺伝子の再構成 藤本真慈，河本 宏，桂 義元 第22回分子生物学会年会  
（1999．12．7福岡）  
2）講演   
Reconsideration of the process of early hematopoleSis：A new concept proposed from studies with the  
multilineageprogenitorassay．桂 義元 慶應義塾大学医学部特別セミナー（1999．4．20東京）  
T前駆細胞のself renewal－T細胞repertoireを拡げる機構 桂 義元 名古屋市立大学医学部大学院免疫生物  
学セミナー（1999．11．15名古屋）  
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を実践するために本分野では医師，エンジニア，獣医師，薬剤師，企業研究者を交えて集学的な開発研究を行って   
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慮したヘリカル構造を有するポリ乳酸を開発し，その効果を測定している．   
小児及び障害者用インターフェースの開発研究では実際に京都市内の老人パソコングループ「金曜サロン」と京  
都大学付属病院小児科プレールームとを結ぶネット「コロン郵便局」を開始し，子供と老人の通信にたずさわる多  
くの知見を得ることができた．   
人工膝関節の力学的最適化設計は，高屈曲と耐久性を考慮した安定多関節型人工膝関節「ASUKA」がはぼ完成  
し，米国WestVirginiaUniv．の協力によってフレッシュキャダバ，も用いた模擬手術とバイオメカニクス測定を  
無事終了した．   
癒着防止の定量評価では，乳酸－カブロラクトン共重合多孔質膜にヒアルロン酸を添加する事によって癒着防止  
効果のみならず，副作用である腱の壊死性変化も抑制されることが判明した．そのメカニズムを現在も研究中である．   
磁気の生体に及ぼす影響に関する研究では，静磁気の局所照射が骨董の減少した骨の骨形成を有意に上昇させる  
事実が明らかとなった．また，他家の研究から静磁気の血流増加効果も報告されている．我々は磁気のイオン透過  
性に及ぼす影響の測定などからそのメカニズムを模索している．   
Aim：TodevelopmedicaldevicesandbiomaterialsbysystematizingmedicalandenglneerlngteChnique  
andperformance．   
Thisdepartmentdevelop andevaluates theperformancesofclinically applicablebiomaterialsby the  
methodssimulatingeachoftheclinicalapplications．Thepresentsubjectsofstudyareasfollows・   
1．（Developing”TotalKneeRegeneration”System）   
2．（HumanInterfaceforChildandHandicappedperson）   
3．（MechanicalDesigningforArtificialKneeJoint）  
4．（Anti－adhesiveMaterialandBiomechanicsofHand）   
5．（FatigueandWearPropertiesofUHMWPEJointComponent）   
6．（ArtificialLigament）（MeasuringFixationperformanceofBiomaterials）  
（BioabsorbableFixationDevices）   
7．（EffectsofMagneticFieldonTissue）   
8．（HandlingCharacteristicsofMedicalDevices）   
9．（SportsBiomechanics）   
10．（ImplantableMechanicalSensors）   
11．（SurfaceLubricationforBiomaterial）  
【業績目録】  
㊥誌上発表㊥   













≠レメーターを剛、た生体内力学環境の測定（第一報）．原田恭治，富田直秀，池内 健，岡 正典，木下 徹，  
青山栄一  日本臨床バイオメカニクス学会誌，20：63－65，1999  
各種縫合糸の縛りやすさの研究．門野邦彦，玉井 進，富田直秀，富畑賢司 日本臨床バイオメカニクス学会誌，  
20：26ト265，1999  
UHMWPEの機械特性に及ぼす7，線滅菌及びvitamin E添加の影響．北倉隆寛，富田直秀，青山栄一，御守直樹  
日本臨床バイオメカニクス学会誌，20：303－305，1999  
ポリ乳酸紐の皮質骨内における固定性に関する研究．平岡修治，石村雅男，玉井 進，富田直秀，筏 義人 日  
本臨床バイオメカニクス学会誌，20：329－332，1999  
ARTICUIJATINGSHAPEDESIGNINGFORARTIFICIALKNEEJOINT．N．Tomita．Bioceramics，Vol．12：  
601－604，1999   
2）著書および総説  
人工関節材料としてのポリエチレンー疲労破壊とdelamination－．富田直秀 関節外科，18（12）：30－36，1999  
シンポジウム一日本における新しい人工膝関節の開発 総論：人工膝関節開発の基本理念 富田直秀 臨床整形外  
科，34（2）：119－126，1999  
㊥学会等の講演㊥   
1）学会・研究会発表  
人工関節用UHMWPEに及ぼすVitamin E添加の効果．富田直秀，御守直樹，北倉隆寛，青山栄一 第19回バイ  
オトライボロジシンポジウム（1999．3．13．東京都）  
人工関節用UHMWPEの粒界に及ぼす7，線滅菌の影響（ビタミンE添加の効果）．富田直秀，御守直樹，北倉隆寛，  
青山栄一 日本機械学会第11回バイオエンジニアリング講演会（21世紀の新産業に役立っバイオエンジニア  
リング）（1999．3．29－30つくば市）  
チタン製インプラントのチタン溶出メカニズム．慕 鷹，富田直秀 第19回人工関節の機能高度化研究会  
（1999．5．8．岡山市）  





関節軟骨の衝撃破壊に関する研究（第一報）．原田肘台，富田直秀，大幡里絵，岡 正典 日本機械学会第10回バ  
イオエンジニアリング講演会（1999．10．1－3．北九州市）  
生体システム医工学研究部門   
－53－  
A几托比αJ月epor乙J999  
軟骨再生における力学的環境の設定に関する研究．原田射台，富田直秀，慕 鷹，岡 正典 第37回人工臓器学  
会．（1999．10．15－16．名古屋市）  
高速荷重下での関節軟骨の破壊に関する研究（第一報）．原田恭治，富田直秀，大幡里絵，岡 正典 第26回日本  
臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6－7．京都市）  
UHMWPEの内部クラックに及ぼす摺動軌跡の影響（第2幸B）．御守直樹，富田直秀，山本浩司，北倉隆寛，青山  
栄一 第26匝旧本臨床バイオメカニクス学会（19弧11．6－7．京都市）  
テレメーターを用いた生体内力学環境測定の試み（第一報）．原田恭治，富田直秀，岡 正典 第20回動物臨床医  
学会年次大会（1999．11．20－21大阪）  
EffectsofStaticMagneticFieldonBoneFormationofRatFemurS・大幡里絵，徐 慎之富田直秀，筏 義  
人INTERNATIONALWORKSHOP ON CHEMICAL，PHYSICAL AND BIOLOGICAL PROCESSES  
UNDERHIGHMAGNETICFIELDS（1999．11．24－26埼玉県）  














2．膝半月板の機能の解明と再生   
軟組織の変位を精密に計測するために二種類のプローブを開発した．膝関節に関節荷重に加えて外力が加わると  
きの半月板の変位を計測して力学機能を調べ，損傷したり切除された半月板の機能を再生させる方法を追求した．  




4．福祉介護機器の開発   
高齢者を含む障害者の介護のために患者と介護者のQOLを向上させる省力介護機器が求められている．寝たき  
生体システム医工学研究部門  












（1）マウス生殖細胞の発生分化機構：我々の研究室ではこれまでに，始原生殖細胞の体外培養系を確立して培養   
下における増殖制御調子の研究を行ってきたが，これまでは困難であった生殖巣到着後の時期の培養方法を改良   
して雌性生殖細胞が減数分裂を開始する過程を培養下で進行させることに成功した。これを用いて，減数分裂へ   
の移行を制御するLⅣ／卯130などサイトカインとシグナル伝達系や，雌雄生殖巣体細胞との相互作用について   
解析を進めている。他方，生痺細胞や生殖巣の性分化開始時期に特異的に発現する遺伝子の検索を差次的クロー   
ニンダ法を用いて行い，その結果終られた幾っかの新規遺伝子の解析を行っている。性分化に伴って体細胞で複   
雑な発現パターンを示すbHLH型転写因子nep短onadinや，精巣分化の初期から精庶細胞とセルトリ細胞に極   
めて特異的に発現するtesta血／crespについて機能解析を進めっっある。また，精巣内生殖細胞への直接的遺   
伝子導入方法を開発しつつあり，減数分裂開始時期での遺伝子組み込みを狙った新たな発生工学手法の確立を目   
指している。  
（2）神経細胞の発生・分化を制御する転写因子：哺乳類の神経系には多種多様な神経細胞が存在している。これ   
らの神経細胞の発生はHLIi型転写因子で制御されることが明らかになってきている。我々は個々の神経細胞め   
分化において，H⊥H型転写因子からPaired様ホメオドメイン（PHD）転写因子へのカスケードが存在するとと   
もに，HLH型転写因子のMashlやれeurOgenⅧ2の発現が，BarHホモローダのMBHlホメオドメイン転写因子   
で調節されることを示してきた。神経細胞の多様性が，これらの転写因子のカスケードでどの様に制御されるの   
かを分子レベルで解明するためJ関係する遺伝子群の転写制御，細胞培養系での機能解臥そして動物胎仔や個   
体レベルでの解析を進めている。  

















血書1（柑（10d匹）  鎗■l用（13d匹）  出生  
再生続御学研克郎門   
ノ僻亡J餌とピノbJ・伽扉衰′〟血d段血旭∫  
り患者のシーツを簡単に変換で着る機械春繭発し，入浴とシャワーへの応静を試みた．  
5，超音波lこよる生体物性の計測   
超音波の反射波をフーリエ変換しで多層組織陽樹性と結合状態鱒3次元分布を調べた．  




7．機械刺激に対する骨芽細胞の応答   
機械刺顧によって測胞め形愚物敵機能が変化する，培養中の骨芽細胞に流体による周期的な圧力とせん断応  
力を加えた後に分析することによってその変化を繭ペた．  
8．歯科口腔機能の再生のための補綴物製作システÅに関する研究   
高齢化等による歯科口腔機能の損傷および低下の再生に用いられる補綴材料は生体親和性の良い材質のものが用  
いられる軌 そ、の加工法は．しばしば歯経であることがある．そこで，このような材料の加工法巷追求し，生物学的  
適合性，力学的適合性および形態的適合性に優れた歯科補綴物の製作システムについて研究しでいる．   
でbere鍾訂eb8離i扇ti由りf兢eDep紆七mentofBiomeebani¢81蝕堰i丑恍ringinl即吟射や印m粗野玩頭88玩1†  
low畠：   
1．Tribology血ce摘mio／eer温血¢jDinti〉rO＄組臨由  
Fri¢也）nandⅤ紳rW麒や印ea8u僅dfQrdu如in8．或repni昇，＄ni¢り幻扇tri（】寧and由1ieom甜∫bideeerami鱒血id血gin  
watersolutlOrLS．1twfLSfouIldthEItLllumind且ndsiliconぐ且rbideca山be且pPlied toalLct！「射11ir t）rOSthes瑞fur  
p庶出an紐t喝）1脳m吼tbe飽漉eOf組曲既既出紐tWeaヒエ由isもa軋もモ血揖億鵬．  
2．血Ⅴ鐸晦舶ion弧d代申rO血c七idnoffunctic血Of血eem紐i＄¢i  
AileW血etbodfof媚u粗七8m比琴岬em印tOf＄Oftti写印edi牟pla軸申t wa畠pmpo卓姐乱n¢武was年ppli8d噂  








Abedsheetsexchangerforlyingpatients was developed and applied tolaborsavlngCareSinbathingand  
Showerlngfordisabledpeople．  
5．Ultrasonicmeasurement oftissues   












Oralfunctionbyestablishingproductionsystemsofdentalprostheseswhichhaveexcellent biologlCal－，me－  
Chanical－andmorphological－COmPatibility．  
【業績目録】  










バイオトライボロジーの現状と今後の展開 池内 健 トライボロジ，1月号：32－34，1999  
生体システム医工学研究部門  
ー56－   
J几S£££比乙eノbrダroJt£fer凡才edicαJ5c∫肌CeS  
関節の摩擦，摩耗，潤滑について 池内 健リウマチ科，21（3）：213－217，1999  
テレメーターを用いた生体内力学環境の測定（第一報）原田恭治，富田直秀，池内 健，岡 正典，木下 徹，  
青山栄一  日本臨床バイオメカニクス学会誌，20：63－65，1999  
ステントの構造が半径方向強さに及ぼす影響 森 浩二，池内 健，光藤和明 日本臨床バイオメカニクス学会誌，  
20：267－271，1999  
外部圧力がStもntの変形挙動におよぼす影響に関する研究 森 浩二，池内 健，光藤和明 日本臨床バイオメカ  
ニクス学会誌，20：273－277，1999  
ハイドロゲルを被覆したポリエチレン骨頭の摩擦特性 石川泰成，笹田 直，池内 健 日本臨床バイオメカニク  
ス学会誌，20：325－328，1999  
膝関節の衝撃伝達機構に関する力学的研究・下肢アライメントの変化について 福田幸久，高井信朗，平澤泰介，  
吉野信之，池内 健，森 浩二，堤 定美，村瀬晃平 日本臨床バイオメカニクス学会誌，20：417－421，  
1999  
2）著書および総説  
歯科レーザー溶接入門－レーザー溶接を始める人のための基礎知識（1）一 都賀谷紀宏，篠崎照泰 QDT，Vol．2  
4（6）：42－51，1999  
歯科レーザー溶接入門－レーザー溶接を始める人のための基礎知識（2）一 都賀谷紀宏，篠崎照泰 QDT，Vol．2  
4（7）：52－63，1999  
歯科レーザー溶接入門－レーザー溶接を始める人のための基礎知識（3）一 都賀谷紀宏，篠崎照泰 QDT，Vol．2  
4（11）：43－51，1999  
㊥学会等の講演㊥   
ポリエチレンの自己潤滑作用について，Self－1ubrication of UHMWPE一 岡 正典，池内 健，中村孝志 第29  
回目本人工関節学会（1999．1．28－30倉敷市）  
Stentの血管壁支持機能に関する研究 森 浩二，池内 健，光藤和明 第15回日本Metallic Stent s＆Grafts  
研究会（1999．2．26－27名古屋市）  
硬い材料の組み合わせによる人工膝関節の潤滑状態解析 日下 純，池内 健 第19回バイオトライボロジシンポ  
ジウム（1999．3．13東京都）  
軟組織の多点計測システムの開発 関戸 宏，迫田秀行，月元 亨，池内 健，富田 直秀  
日本機械学会第11回バイオエンジニアリング講演会（1999．3．29－31つくば市）  
摩擦制御を利用した推進機構 蔑仲 潔，山田光俊，池内 健 日本機械学会第11回バイオエンジニアリング講演  
会（1999．3．29－31つくば市）  
ハイドロゲルを被覆したポリマーの潤滑特性LubricationPropertyofhydrogelcoatedPolymer．石川泰成，笠  
田 直，青木 啓，池内 健 日本機械学会第11回バイオエンジニアリング講演会（1999．3．29－31つくば市）  
ハイドロゲル被覆ポリマーの潤滑に及ぼすリン脂質と蛋白の影響 石川泰成，笠田 直，池内 健トライボロジー  
会議，99春（1999．5．10－12東京都）  
光干渉法によるソフトEHL油膜の観察（第1報）桜 黎明，山本和俊，池内 健トライボロジー会議’99春  




シーツ交換機の開発と介護への応用 池内 健，蔑仲 潔，森 浩二 第7回日本介護福祉学会大会（1999・9・1ト12  
静岡市）  
環境が炭化珪素のトライボケミカル反応に与える影響 日下 純，地内 健トライボロジー会議’99秋  
（1999．10．27－29高松市）  
TheJointLubricationwithWaterinArticularCartilageKenIKEUCHIandMasanoriOKA 第26回日本臨床  
バイオメカニクス学会（1999．11．6－7京都市）  
電子線によるUHMWPEの改質 大橋美奈子，尾形 栄，富田直秀，池内 健，筏 義人 第26回日本臨床バイオ  
メカニクス学会（1999．11．6－7京都市）  
UHMWPE内におきるさ裂のシミュレーション（第一報：粒界の影響）柴田延幸，富田直秀，池内 健 第26回  
目本臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6－7京都市）  
ステントの構造が血管壁追従機能におよぼす影響 森 浩二，池内 健，光藤和明 第26回日本臨床バイオメカニ  
クス学会（1999．11．6－7京都市）  
ステントの曲げ特性に関する研究 森 浩二，池内 健，光藤和明 第26回日本臨床バイオメカニクス学会  
（1999．11．6－7京都市）  
軟骨最表層の構造と潤滑 渡辺雄祐，坂口一彦，岡 正典，池内 健，速水 尚，Praveen Kumar，中村孝志，  
牛尾一康，内田恵美子 第26回日本臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6－7京都市）  
多点変位計測システムによる半月の力学的機能に関する研究 関戸 宏，迫田秀行，長澤貴司，寺田宏平，富田直  
秀，池内 健 第26回日本臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6－7京都市）  
膝関節の衝撃伝達機構に関する力学的研究二次元非線形有限要素解析を用いて一 福田幸久，高井信朗，平澤泰  
介，吉野信之，村瀬晃平，堤 定美，吉田宏昭，池内 健 第26回日本臨床バイオメカニクス学会  
（1999．11．6－7京都市）  
セラミックス同士を組み合わせた人工股関節のClearanceと潤滑特性 上野 勝，馬渕清資，池内 健 第26回日  
本臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6－7京都市）  
ハイドロゲルを被覆したPE骨頭の摩擦特性（第2報）石川泰成，笹田 直，池内 健 第26回日本臨床バイオメ  
カニクス学会（1999．11．6－7京都市）  
熱感受性高分子グラフト面の水和潤滑と摩擦制御 池内 健，河内山公宏，宇山良公，富田直秀，筏 義人 第21  
回日本バイオマテリアル学会（1999．11．19－20京郡市）  
人工関節用セラミックの摩耗に及ぼすトライボケミカル反応の影響について 池内 健，日下 純，吉田秀幸 第  
19回整形外科セラミック・インプラント研究会（1999．11．27名古屋市）  
チタンのレーザー溶接パラメーター 都賀谷紀宏，篠崎照泰，末瀬一彦 第12回歯科チタン研究会  
歯科領域におけるレーザー溶接の応用（第一報）溶接パラメーター 都賀谷紀宏，篠崎照泰，末瀬一彦 第33回日  
本歯科理工学会（1999．4．2－3川崎）  
レーザー溶接パラメーターの決定に関する基礎的研究（第2報）各種金属間での溶接パラメーターの比較 篠崎照  
泰，都賀谷紀宏，末瀬一彦 日本歯科技工学会第21回学術大会共催学会（1999．8．2ト22吹田）  
純金属を用いたレーザー溶接に関する研究 秦野博司，都賀谷紀宏，有井貴彦，村西実智浩，宮崎照朗，小寺邦明，  
大森三生 第21回日本歯科技工学会（1999．8．2ト22吹田）  
歯科領域におけるレーザー溶接の応用（第二報）金属問における溶接パラメーターの比較 都賀谷紀宏，篠崎照泰，  
生体システム医工学研究部門  
－58－   
血s拍昆とe／orFroJlと£er〟ed∫cαJ5c∫eJICeS  
秦野博司，末瀬一彦 第34回日本歯科理工学会（1999．10．9－10札幌）  
生体システム制御学分野  
Department of MedicaISystems ControJ  
【研究概要】   





















muscles・Ourgoalistodevelopanew ambulantventilation－aSSistlngdeviceuslngmulti－ChannelFEScon－  
trolledby an artificialneuronalnetwork・Thedeviceisdesigned to restore resplratOry and respiratory－  
relatedfunctionsthathavebeendamagedbyvariousdiseasesandaccidentssothatthepatientsareableto  
returntotheirjobs．  




㊥誌上発表㊥   
1）原著論文   
Mitochondrialin］uriesinratlungSPreSerVedfor17Hours：AnUltrastructuralStudy．M．Ueda，S．Kosaka，T．  
Hirata，T．Fukuse，Y．Suzuki，S．Hitomi，H．Wada．TransplantProc31（2）：162－172，1999．  
SystematicanalysISOfN－1inkedsugarchainsfromwhole tissueemploylng Partialautomation．Ⅰ．Fujimoto，  
KKMenon，Y．Otake，F．Tanaka，H．Wada，H．Takahashi，S．Tsuji，S．Natsuka，S．Nakakita，S．Hase，K．  
Ikenaka．AnalBiochem267（2）：336－343，1999．   
Arerespiratoryresponsestochangesinventilatoryassistoptimized？Y．Oku and S．Muro．In：Advancesin  
ModelingandControlofVentilation，eds．R．Hughson，D．A．Cunningham，andJ．Duffin，Plenum，New  
York．147－153，1999．   
Ondine’scurseanditsinversesyndrome．Respiratoryfailureinautonomicvs．voluntarycontrol．F．Yas11ma，  


































Do mature pulmonarylobes grow after transplantationinto animmature recIPlent？Ann Thorac Surg．  
DuebenerLF．Y．Takahashi，H．Wada，SA．Tschanz，PH．Burri，HJ．Schafers．68（4）：1165－1170，1999．  









2）著書および総説   
肺移植における酸化ストレス 川島正裕，和田洋巳 別冊・医学のあゆみ，生体応答学の新展開，87－92，医師  
薬出版株式会社，1999．  
㊥学会等の講演㊥   





ReconstruCtion of tracheawith simple cryopreserved dog’s aorta．N．Hanaoka，T．Bando，K．Chin，M．  
Kawashima，T．Yoshimura，T．Hirata，T．Fukuse，S．Hasegawa，S．Hitomi，H．Wada．The1999  
ALA／ATSInternationalConference．（1999．4．27SanDiego，USA）  
IntrapulmonaryHigh－EnergyPhosphateCompoundsIn Reperfusion LungInjury Following ColdIschemiaIn  
Rats．T．Hirata，T．Fukuse，T．Nakamura，K．Kawashima，CJ．Liu，M．Ueda，S．Hitomi，H．Wada．  
American Lung Association／American Thoracic SocietyInternationalConference．（1999．4．27San  
Diego，USA）  
ADENINE NUCLEOTIDE CHANGES AND REPERFUSIONINJURYIN THE NON－HEART－BEATING  









ⅤISED TNM CLASSIFICATION ANDITS TIME TREND．F．Tanaka，Y．Kawano，R．Miyahara，Y．  
Ohtake，K．Yanagihara，T・Fukuse，H・Wada・The13thAnnualMeetingoftheEuropeanAssociationof  
CardiothoracicSurgery（1999．9．Glasgow，UnitedKingdom）  
EVALUATION OF TRACHEO－BRONCHIAL WALL INVASION USING TRANSBRONCHIAL  
ULTRASONOGRAPHY．F．Tanaka，T．Shoji，T．Yoshimura，K．Muro，H．Wada，S・Yamasaki，G・  
Watanabe，Y．Shimada，M．Imamura．The13th AnnualMeeting of the European Association of  
CardiothoracicSurgery（1999．9．Glasgow，UnitedKingdom）  
Proliferatingcellnuclearantigenexpressioninprlmaryandmetastaticsitesofnon－Smallcelllungcancer・  
T．Fukuse，T．Hirata，H．Naiki，S．Hitomi，H．Wada．AACR AnnualMeeting（1999・4・10Philadeト  
phia）  
EFFECT OF OXYGEN DURING COLDISCHEMIA ON PULMONARY FUNCTION AIJA／ATS．T．  
Fuknse，T．Hirata，T．Nakamura，Y・Kawashima，C－J・Liu，S・Hitomi，H・Wada・InternationalCon－  
ference．（1999．4．27San Diego）  
Energymetabolisrhandreperfusionln］uryOnWarmandcoldischemiaofinflatedand deflatedlungs・T・  






徹，田中文啓，平田敏樹，福瀬達郎，越久仁敬，長谷川誠紀，人見滋樹，和田洋巳 第15回日本肺および心肺  
移植研究会（1999．1．30東京）  
免疫染色標本を用いた虚血再濯流における酸化ストレスの評価．川島正裕，坂東 徹，中村隆之，吉村誉史，花岡  
伸治，平田敏樹，福瀬達郎，長谷川誠紀，豊国進哉，人見滋樹，和田洋巳 第15回日本肺および心肺移植研究  
会（1999．1．30東京）  
人工気胸後慢性膿胸に対する胸腔鏡下膿胸郭清術の一イ孤 高橋鮎子，木葉崇史，妻鹿成治，板東 徹，田中文啓，  
平田敏樹，福瀬達郎，長谷川誠紀，越久仁敬，寺田泰二，池 修，和田洋巳，人見滋樹 第52回日本呼吸器  
学会近畿地方会，第82回日本結核病学会近畿地方会（1999．1．9大阪）  
術後放射線60Gy照射後の左全摘術における気管支断端療への有茎性広背筋弁被覆術の経験．妻鹿成治，板東 徹，  
田中文啓，平田敏樹，福瀬達郎，長谷川誠紀，越久仁敬，寺田泰二，池 修，和田洋巳，人見滋樹 第52回  
日本呼吸器学会近畿地方会，第82回日本結核病学会近畿地方会（1999．1．9大阪）  
肺小細胞肺癌・大細胞神経内分泌癌における接着分子の発現と予後．伊祀 功，真鍋俊明，中島正光，松島敏俊，  
生体システム医工学研究部門  
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宮原 亮，和田洋巳 第40回日本肺癌学会総会（1999．10．21－22札幌）  
肺癌の脳転移に対する放射線治療成績．－全脳照射と定位放射線照射との比較－．永田 靖，小久保雅樹，芝本  
雄太，平岡眞寛，池  修，和田洋巳 第40回日本肺癌学会総会（1999．10．21－22札幌）  
肺癌脳転移に対するRadiosurgery．長谷川誠紀，板東 徹，田中文啓，平田敏樹，福瀬達郎，越久仁敬，寺田泰二，  
池 修，和田洋巳 人見滋樹 第40回日本肺癌学会総会（1999．10．21－22札幌）  
pTINOMO肺癌に対する区域切除例の検討．板東 徹，田中文啓，平田敏樹，福瀬達郎，越久仁敬長谷川誠紀，池  
修，寺田泰二，和田洋巳，人見滋樹 第40回日本肺癌学会総会（1999．10．21－22札幌）  
肺保存中のoptimalな肺胞状態とは？福瀬達郎，平田敏樹，吉村誉史，花岡伸治，川島正裕，劉 春江，板東 徹，  
長谷川誠紀，越久仁敬，和田洋巳，人見滋樹 第34回日本移植学会総会（1999．9．16－17つくば）  
Chemicalpreconditioningによる心停止ドナp肺の虚血耐性の向上 平田敏樹，福瀬達郎，川島正裕，劉 春江，  
吉村誉史，花岡伸治，板東 徹，越久仁敬，長谷川誠紀，和田洋巳，人見滋樹 第34回日本移植学会総会  
（1999．9．16－17つくば）  
CT発見の肺腺癌．李 美於，伊藤春海，板東 徹，田中文啓，福瀬達郎，平田敏樹，越久仁敬，長谷川誠紀，池  
修，寺田泰二，和田洋巳 第40回日本肺癌学会総会（1999．10．21札幌）  
咳パターン生成の中枢神経機構のニューロンネットワーク シミュレーションによる検討．越久仁敬，和田洋己  
日本呼吸器学会総会（1999．3．26横浜）  
小型肺癌に対する縮小手術一肺動脈を指標とする区域切除術と成績．和田洋巳 第90回AmericanCallegeofChest  
Physicians日本部会（1999．3．6京都）  
心臓停止後の死体肺ドナーにおける肺内エネルギー代謝．平田敏樹，福瀬達郎，植田充宏，川島正裕，劉 春江，  
和田洋巳，人見滋樹 第16回日本呼吸器外科学会総会（1999．5．13東京）  
Chemicalpreconditioningによる心停止ドナー肺の虚血耐性の向上．平田敏樹，福瀬達郎，中村隆之，川島正裕，  
●     植田充宏，和田洋巳，人見滋樹 第35回日本移植学会総会（1999．9．17東京）  
非小細胞肺癌切除例におけるCD44v6発現の意義．平田敏樹，福瀬達郎，板東 徹，田中文啓，長谷川誠紀，寺田泰  
二，池  修，和田洋巳，人見滋樹 第52回日本胸部外科学会（1999．10．7仙台）  
肺癌切除例におけるCD44v6およびPCNAの意義．平田敏樹，福瀬達郎，板東 徹，田中文啓，長谷川誠紀，寺田泰  
二，池  修，和田洋巳，人見滋樹 第36回日本癌治療学会（1999．10．12岐阜）  
肺癌脳転移に対するRadiosurgery．長谷川誠紀，板東 徹，田中文啓，平田敏樹，福瀬達郎，越久仁敬寺田泰二，  
池  修，和田洋巳，人見滋樹 第99回日本外科学会総会（1999．3．24福岡）  
新生児・幼児の気管支鏡．長谷川誠紀，和田洋巳，人見滋樹 第74回日本結核病学会総会（1999．4．15宇都宮）  
Tumor dormancyからみた非小細胞肺癌におけるadjuvant thera py．田中文啓，和田洋巳 第37回日本癌治療学  
会総会（1999．10．岐阜）  
アポトー シスおよびアポトーシス関連遺伝子から見た非小細胞肺癌術後の治療戟略，特にUFT内服を中心として．  
田中文啓，庄司 剛，柳原一一広，平田敏樹一福瀬達郎，地 修，和田洋巳 第37回日本癌治療学会総会  
（1999．10．岐阜）  
pN2症例の原発巣及び転移リンパ節における腫瘍増殖因子発現の相関と予後．福瀬達郎，平田敏樹，板東 徹，  
田中文啓，長谷川誠紀，越久仁敬，寺田泰二，池 修，和田洋巳，人見滋樹 第16回日本呼吸器外科学会総  
会（1999．5．13東京）  
非小細胞肺癌におけるstageと予後因子．福瀬達郎，平田敏樹，板東 徹，田中文啓，長谷川誠紀，越久仁敬，寺田  
生体システム医工学研究部門   
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泰二，池 修，和田洋巳，人見滋樹 第40回日本肺癌学会総会（1999．10．22札幌）  
低濃度酸素保存による再海流障害の軽減．福瀬達郎，平田敏樹，和田洋巳，人見滋樹 第52回日本胸部外科学会総  
会（1999．10．5仙台）  
呼吸中枢リズム生成機構におけるグリア細胞グルタミン酸－ダルクミン代謝サイクルの役割 呼吸調節研究会  
（1999．10．8東京）  
肺癌特異的血清糖蛋白糖鎖の検索．大竹洋介，田中文啓，和田洋巳，地中一裕 第58回日本癌学会総会（1999．10．1  
広島）  
ヒト血清糖蛋白糖鎖の解析．大竹洋介，藤本一朗，田中文啓，Menon K．Krishna，和田洋巳，地中一裕 第71回  
日本生化学会大会（1999．10．17横浜）  
虚血再潅流時の酸化ストレスに対するニトログリセリンの組織保護作用．川島正裕，板東 徹，中村隆之，吉村  
誉史，花岡伸治，平田敏樹，福瀬達郎，長谷川誠紀，和田洋巳，人見滋樹 日本外科学会総会（1999．3．24  
博多）  
肺温虚血再海流傷害に対する新しいセレクチンブロッカーの有用性の検討．吉村誉史，川島正裕，中村隆之，板東  
徹，平田敏樹，福瀬達郎，長谷川誠紀，人見滋樹，和田洋巳 第99回日本外科学会総会（1999．3．24福岡）  
生体システム医工学研究部門  





【研究概要】   
1．本分野の主な研究テーマは，人工関節軟骨による新しい表面置換型人工関節の開発である、生体関節と人工関節   
の潤滑・負荷機構の生力学的研究結果に基づき，この15年間開発を進めてきた人工軟骨も，最も困難な課題であ   
る骨への強固な接着・固定に成功したので，臨床応用可能な人工材料になってきた．本テーマに関連する研究テー   

































骨芽細胞から骨肉腫に至る過程を分子レベルで明らかにすることは，骨芽細胞への系列にある間葉系細胞の   













犬題骨頭CMR  犬大腿骨頭術後12ケ月   
Giemsa染色   




Mainobjectiveofourresearchfieldistodevelopartificialosteo－Chondralcomposite materialwith   
whichtoreplacedamagedjointsurfaces   
l．Since15years，WehavedevelopedthematerialcomposedofPVAHydrogelandTitaniumFiberMesh  
（TFM）．Asthemostimportantprerequisiteforartificialcartilage，thatis，tOattaChthematerialtounder－  
1yingbonesfirmlyandquicklyhasbeensoIvedbynewbonelngrOWthintotheporesofTFM・thismaterial   
becomesaverypromislng］Ointmaterial．  
2．ForclinicalapplicationtorepalraSePticnecrosisofthefemoralhead，Wehaveimplantedthemto   
femoralhead ofbeagle dogs（24dogs）．As this composite materialis good candidate for artificial  
intervertebraldisc，Wehavealsoimplantedthemintocaninespine・Thehistologicalfindingsofthespecimen   
obtaind12monthsaftertheoperationrevealedthefirmattachmentofthedevicetothefemoralheadandal－   
mostintactarticularsurfacesoftheacetabulum．Theserasultsencouragetheclinicaluseofthisdevicefor  
再生医学応用研究部門  




PrOPertiesofcancellousbonestakenfrom55femoralheads，remOVed forprostheticreplacement，Byper－  
formlngVariousmechanicaltestsofprimarycompressivetrabeculaeof the femoralhead，meChanicaland  
morphologlCalcharacteristicsofosteoporot，iccancello11Sbonehavebeenel11Cidated．   
4．Uppermostsuperficiallayerofarticularcartilageinrelationtojointlubricationareobserveduslng  
AFM．InfluencesofenzymetreatmentlikeHyalurOnidaseonthestructureofarticularcartilageandalsoon  
frictionareexamined．Theresultsshowedthatproteinrichmembranousstmcturescoverthejoint surface  
andplaylmPOrtantrOlein］Ointlubrication．  
5．Differentiationandproliferationofosteoblasticcells．．  










TheCHOPgeneisoneofkeyfactorstoregulatethedifferentiationofadipocyticcells，and genetical一  
●  





㊥誌上発表㊥   
1）原著論文  
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ー67－  
A几几比α7月ぢ）Or£J999  
ポリビニールアルコールハイドロゲルの生体内安定性評価．牛尾一康，岡正典，他5名 日本臨床バイオメカニ  
クス学会誌20：315－318，1999．  
生体関節と人工関節の摩擦特性について．林力一，岡正典，他8名 日本臨床バイオメカニクス学会誌20‥307－  
314，1999．  
大骨頭表面置換術におけるstress－Shieldingの研究．浦川隆史，岡正典，他5名 日本臨床バイオメカニクス学会  
誌20：249－253，1999．  
犬用人工椎間板の力学的特性評価．苧石佳久，岡正典，他5名 日本臨床バイオメカニクス学科誌20：7－11，1999・  







配向結晶化UHMWPEの耐摩耗性と力学的特性 玄丞休，太田信，堤定美，岡正典 日本臨床バイオメカニクス  
学会誌20：293－296，1999．  
骨粗餐症海綿骨の骨梁構造変化に関する研究（第2報）．岩崎祐喜，岡正典，速水尚，坂口一彦，中村孝志 日本  
臨床バイオメカニクス学会誌20：225－229，1999．  
テレメーターを用いた生体内力学環境の測定（第1報）．原田恭治，富田直秀，池内健，岡正典，木下徹，青山栄  
一 日本臨床バイオメカニクス学会誌20：63－65，1999．  































骨肉腫の遺伝子異常．戸口田淳也 整・災外42：1196－1197，1999．  
遠隔転移を生じた骨肉腫の治療成績・坪山直生，戸口田淳也，笠原勝幸，中村孝志．中部整災誌42：801－802，1999．  
2）著書および総説  
人工骨と人工軟骨・岡 正典 21世紀への人工臓器 岡田昌義，安田康秀編，21ト220，1998．  
人工骨軟骨複合材料の開発．岡 正典 日関外誌18：3－12，1999．  
人工関節の現況と将来．岡 正典 臨床と研究730－736，1999．  
㊥学会等の講演㊥   
アルカリ加熱処理した多孔性チタンインプラントの骨結合能．西口 滋，中村孝志，加藤弘文，藤田 裕，岡  
●  
正典 第14回日本整形外科学会（1999．10．7奈良）  
大腿骨頚部骨折と骨頭海綿骨の異方性．岡 正典，速水 尚，杉田 光，光成淳史，中村孝志，上尾豊二 第14  
回日本整形外科学会（1999．10．7奈良）  
関節軟骨最表層の構造と潤滑機能．岡 正典，戸口田淳也，内田恵美子，玄丞休，中村孝志 第14回日本整形外  
科学会（1999．10．7奈良）  
AWガラスセラミックと使用した新しい髄腔プラグの開発．藤田 裕，飯田寛和，井戸一博，松田康孝，岡 正  
典，中村孝志 第14回日本整形外科学会（1999．10．7奈良）  
犬大腿骨頭の部分的表面置換術（第2報）．牛尾－・康，岡 正典，玄丞休，藤田 裕，由良茂人，戸口田淳也，中  
村孝志 第14回日本整形外科学会（1999．10．7奈良）  







ポリエチレンの自己潤滑作用について．岡 正典，戸口田淳也，中村孝志 第29回日本人工関節学会（1999．1．28  
再生医学応用研究部門   
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倉敷）  
人工股関節UHMWPEカップの新しい成型法．玄丞休，太田 信，妻有峯，堤定美，岡 正典 第29回目本人工  
関節学会（1999．1．28倉敷）  






大腿骨頚部骨折の生力学的研究（第1報）一応力伝播挙動のFEM衝撃解析－．二階堂崇之，坂口一彦，岡 正典，  
P．Kumar，速水 尚，飯田寛和，中村孝志 第26回日本臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6．7京都）  
大腿骨頚部骨折の生力学的研究（第2報）一嘩綿骨のせん断破壊特性∴ 光成淳史，坂口一彦，岡 正典，速水  
尚，中村孝志 第26回日本臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6．7京都）  
犬大腿骨頭部分的表面置換術に於けるStress Shielding．牛尾一康，岡 正典，玄丞休，浦川隆史，由良茂人，速  
水 尚，中村孝志 第26回日本臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6．7京都）  
PVA－Hの力学的特性に関する研究．森Jll将名，坂口一彦，岡 正典，玄丞休，速水 尚，牛尾一康，中村孝志  
第26回日本臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6．7京都）  
圧縮配向結晶化による超高分子量ポリエチレン結晶の残留応力測定．太田 信，妻有峯，玄丞休，堤定美，岡  
正典，田遠裕貴，三好良夫 第26回目本臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6．7京都）  
Bioactive骨セメント使用におけるStress Shieldiengの研究．浦川隆史，坂口一彦，岡 正典，速水 尚，藤田  
裕，牛尾一康，中村孝志 第26回日本臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6．7京都）  
軟骨最表層め構造と潤滑．渡辺雄祐，坂口一彦，岡 正典，地内 健，P．Kumar，速水 尚，牛尾一康，内田  
恵美子，中村孝志 第26回日本臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6．7京都）  
犬腰椎に刺入したチタン合金製スクリューに対するアルカリ加熱処理の効果．西口 滋，藤林俊介，岡 正典，  
金鉱敏，小久保正，中村孝志 第21回日本バイオマテリアル学会（1999．11．19京都）  





粘液型脂肪肉腫のTLS－CHOP融合遺伝子形成におけるトランスリンの関与．保坂泰介，鹿江 寛，村上 弘，山本  
博史，仲俣岳晴，中村孝志，戸口田淳也第58回日本癌学会総会（1999．9．30広島）  
ヒト骨肉腫におけるSV40－1ike sequenceの検索．山本博史，村上 弘，保坂泰介，仲俣岳晴，中村孝志，戸口田淳  
也 第58回日本癌学会総会（1999．9．30広島）  
骨肉腫の多様性の分子機構．戸口田淳也，中山富貴，村上 弘，山本博史，中村孝志 第58回日本癌学会総会  
（1999．9．29広島）  
マウス骨由来細胞の悪性化における遺伝子発現の変化 村上 弘，仲俣岳晴，保坂泰介，山本博史，中山富貴，坪  
山直生，中村孝志，戸口田淳也 第58回日本癌学会総会（1999．9．29広島）  
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Adipogenic tumorにおけるTLS－CHOP標的遺伝子DLO54の発現．堂本英治，黒田雅彦，戸口田淳也，保坂泰介，  
浦野文彦，向井 清 第58回日本癌学会総会（1999．9．29広島）  
軟骨肉腫における多発性外骨腫（EXT）遺伝子の変異解析．戸口田淳也，仲俣岳晴，田中美佳，坪山直生，岡 正  
典，中村孝志 第32回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会（1999．7．16．岐阜）  
P53遺伝子欠損骨芽細胞様細胞株（MMC2）からのマウス骨肉腫細胞株の樹立．村上 弘，中山富貴，保坂泰介，  
L山本博史，仲俣岳晴，坪山直生，中村孝志，戸口田淳也 第32回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会  
（1999．7．16岐阜）  
キメラマウスを用いたRb（ノー）骨芽細胞様細胞株の樹立．山本博史，村上 弘，保坂泰介，仲俣岳晴，中山富貴，  
坪山直生，中村孝志，日下部守昭，戸口田淳也 第32回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会（1999．7．16  
岐阜）  
原発性脊椎悪性腫瘍の手術成績．松下 睦，多田弘史，坪山直生，中村孝志，戸口田淳也，藤林俊介，四方実彦  
（第32回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会1999．7．17岐阜）  
TLS－CHOP融合遺伝子形成におけるTranslinの関与．保坂泰介，鹿江 寛，村上 弘，山本博史，仲俣岳晴，坪  
山直生，中村孝志，戸口田淳也 第32回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会（1999．7．17岐阜）  
悪性線維性組織球腫の治療成績．坪山直生，戸口田淳也，笠原勝幸，中嶋安彬，中村孝志 第32回日本整形外科学  
会骨・軟部腫瘍学術集会（1999．7．17岐阜）  
盲腸皮膚療によって排便障害に対処した仙骨脊索腫の1例．大槻文悟，戸口田淳也，坪山直生ノ松下 睦，多田弘  
史，西松秀和，中村孝志，小野寺久 第348回整形外科集談会京阪神地方会（1999．3．20大阪）  
マウス骨芽細胞の悪性化におけるシスプラチン耐性の変化．村上弘，仲俣岳晴，保坂泰介，山本博史，中山富貴，  
坪山直生，中村孝志，岡 正典，戸口田淳也 第14回日本整形外科学会基礎学術集会（1999．10．7奈良）  
四肢原発平滑筋肉腫の治療成績．布留守敏，戸口田淳也，坪山直生，中村孝志 第93回中部整形災害外科学会  
（1999．10．27金沢）  
恥骨発生高分化型骨肉腫の治療成績．吹上謙一，戸口田淳也，坪山直生，中村孝志 第93回中部整形災害外科学会  
（1999．10．27金沢）  
滑膜肉腫の治療成績．坪山直生，戸口田淳也，笠原勝幸，中村孝志 第93回中部整形災害外科学会（1999．10．28金  
沢）  
器官形成応用分野  
DepartmentofOrgan Reconstruction  
【研究概要】  
現在の研究室スタッフは，井上一知教授以下，宮本正章助教授，顧 元駿，長田奈津紀，堀  洋 研究員，森元  
良彦，王 文散 大学院生，佐竹 晃，奇 梅日更研究生，野澤由番研究補助支援員である．また腫瘍外科（第一  
外科）よりの大学院生（山崎 透，木下直子，荏万興，許宝友），研究生（川上義行）を受け入れている．さらにイ  
ンドよりの学術振興会外国人研究員としてA．N．Balamurugann氏を受け入れている．さらに2名の大学院生，1名  
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大学医学部医の倫理委員会で，心臓死ドナーよりの臨床膵島移植実施に付き承認を受けた．   
実験的研究テーマとして，これまでに，異種（ブタ）膵島分離法，バイオ人工膵移植，膵β細胞株（MIN6等）に  
関する検討，移植免疫に関する検討，移植部位に関する検討，さらに抗癌剤封入温度感作性ゾルーゲル相転移型高  








































isletallo－tranSplantationhasnotcarriedoutinJapan・Wearegoi喝tOe8tab辻shthe′systempreparedfor   
Cllnicalisユetallo－tranSplaTltation・ThesysteminvoIvestwospeeiali乞edtechniquesthathavebeenconsidered   
essentialforsuccessft11transplantation・Oneisisletisolationtechniqueandotheriscryopreservationtech－   
TdqlleOfisolatedisletforisletba二nk．   
OneofthecrucialproblemsonclinlCalisletallo－tranSplantationisthecontroIofquantltyandquality  
Ofi＄01atedislets血ringisolationprocessesthatmayaffeetthefuncti8nOfgraftedislets．WehavepreviL   
Ou81yreportedthemethodfori81etisolationwithexcellentres111tso皿1argeTSCaleanlmalmodel．Other七echL  
nユqlleWehaveexploredforcllnicalapplic且tionofisletallo－traLnSPlantationregardseryopreservationofisoL  
latedislet・Recently，Wehavedevelopedthemethodforcryopreservationofisolatedisl合tthatisimportant   
fDrtheestablishmentofisletbankingsystem・EstablishmentofisletbaJlking・SyStemWOuldcontributeto  
SOIvetheseriousproblemsofshort喝eOfdonorislet・Fortheco皿Pleteevaluationofourlnethod，further  




bioartificialp餌αeaS，panCreatic βce追加e，meCba皿SmS r曙餌di喝 血mu刀eイeSp珊SeS On XenO－  
transp18ntationandsiteforislettranspla71t8tion・Wehavesupposedthestrat曙ytOeStabli＄hthe血ethodof  
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pancreaticislettransplantationemploylngbioartificialpancreas encapsulatingxeno－POrCineislets andor  
pancreaticβcellsasacurativetherapyforthepatientwithtypeIdiabetesmellitus・  






























膵臓における再生医学．宮本正章，川上義行，顧 元駿，堀 洋，天形太郎，長田奈津紀，岩田博夫，井上一知  
SurgeryFrontier，6，62－65，1999  
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膵島分離と臨刑事島移植Isletisolationandclinicalislettransplantation．宮本正章，顧 元駿，川上義行，堀  
洋，天形太郎，長田奈津紀，井上一知 組織培養工学，25266－270，1999  
膵島分離における膵保存の重要性．宮本正章，顧 元駿，川上義行，堀 洋，天形太郎，長田奈津紀，森元良彦，  
A．N．Balamurugan，佐竹 晃，井上一知 低温医学25巻，3号，118－122，1999  
再生医学と臨床応用への展望 オーバービュー．井上一知 現代医療31巻，12号，92－1001999  
膵島移植と膵再生 宮本正章，顧 元駿，川上義行，堀 洋，天形太郎，森元良彦，佐竹 晃，井上一知 現代  
医療 31巻，12号，135－1401999  
胃切除と骨組髪症．宮本正章，森元良彦，井上一知 ClinicalCalcium9，1279－1283，1999  
膵島分離とバイオ人工膵．川上義行，宮本正章，顧 元駿，堀 洋，天形太郎，岩田博夫，佐竹 晃，井上一知  
組織培養工学 25巻7号271－2741999  
勝島細胞凍結保存における管理法一管理ソフト“Cryo Manager，，利用の試み－．吉村滋弘，田中常雄，宮本正  
章，井上一知 組織培養工学 25巻7号297－283，1999  
救急患者の薬物療法 3．代謝・内分泌系 高血糖・低血糖．土井隆一郎，井上一知，今村正之  
特集：薬物マニュアル 高血糖・低血糖．土井隆一郎，井上一知，今村正之 臨床外科  
膵島移植の現状と展望一特集によせて－．井上一知 組織培養工学 25巻7号（特集編輯）1999  
BIOINDUSTRYl月号・2月号 特集：「21世紀における再生医療の役割」．井上一知  
再生医療に果たす役割とは．井上一知 BIOINDUSTRY17巻，1月号，5－8，2000  
膵島移植の現状と将来展望．井上一知，宮本正章，顧 元駿 膵臓（日本膵臓学会誌）Vol．14 No．6，437－454  
臨床応用可能なバイオ人工膵の開発．井上一知，宮本正章，顧 元駿，川上義行 第11回再生医工学委員会（「再  
生医工学」研究推進委員会－13回）資料集（1999．6．14．15大阪）  
糖尿病の移植医療一膵島・月琴移植を中心に．宮本正章，井上一知 南江堂 内科ブラックテイカルシリーズ6，  
229－232，1999  
増殖因子．宮本正章，井上一知 医学書院 外科分子病態学55－60，1999  
㊥学会等の講演㊥   
1）学会・研究会発表  
分離膵島QualityAssessmentにおけるFluoresceinDiacetateandEthidiumBromide（FDAEB）蛍光生体標識  
の有用性．宮本正章，井上一知，顧 元駿，森元良彦，王 文敬，山崎 透，瀬戸山 博，川上義行，荏 万  
興，許 宝友，木下直子 第7回細胞療法研究会（1999．4．23東京）  
臨床応用可能なバイオ人工膵の開発．井上一知 第11回再生医工学委員会（1999．6．14．大阪）  
重症糖尿病に対するバイオ人工膵による膵島皮下移植法の確立．宮本正章，川上義行，岩田博夫，村上庸能，顧  
元駿，掘  洋，長田奈津紀，天形太郎，A．Baramurugan，森元良彦，王 文敬，佐竹 晃，井上一知 第  
11回再生医工学委員会（1999．6．14．大阪）  
血管新生の誘導を伴う人工膵を用いた同種膵島移植．顧 元駿，田畑泰彦，宮本正章，川上義人，今村正之，井上  
一知 第53回日本消化器外科学会総会（1999．7．15．16．名古屋）  
血管新生誘導性バイオ人工膵を用いた移植前処置の効果－ラット同種膵島移植における検討－．顧 元駿，田畑  
泰彦，宮本正章，川上義行，荏 万興，今村正之，長田奈津紀，佐竹 晃，岩田博夫，井上一知 第35回日本  




血管誘導を伴うバイオ人工膵の開発に関する検討．顧 元駿，宮本正章，荏 万興，川上義行，今村正之，村上庸  
能，岩田博夫，井上一知 第37回人工臓器学会大会（1999．10．15．16．名古屋）  
固形癌に対する温度感作法ゾルーゲル総転移型高分子薬物複合体による新しい癌局所療法の開発．宮本正章，井  
上一知，田守昭浩，嘉悦 勲 第58回日本癌学会（1999．9．29．30．10．1．広島）  
新しい膵島細胞凍結障害保護液とバック型凍結プログラムの開発．宮本正章，森元良彦，野澤由香，許 宝友，  
A．N．Balamurugan，吉村滋弘，田中常雄，遠山敏弘，野澤真澄，井上一知 日本低温医学総会（1999・11．18．  
福岡）ワークショップ 膵保存  
SUCCESSFUL SUBCUTANEOUS PANCREATICISLET TRANSPLANTATION USING ANGIOGENIC  
GROWTH FACTOR RELEASING DEVICE．Y．Kawakami，H．Iwata，Y．J．Gu，M．Miyamoto，T．  
Yamasaki，Y．Murakami，Y．Ikada，M．lmamura，K．Inoue．7th World Congress of The hternational  
PancreasandIsletTransplantAssociation（1999．8．22－25Australia）  
DEVELOPMENTOFANEWIMMUNOISOLATION METHOD FOR XENOTRANSPLANTATION OF POR－  
CINEISLETSIN RATS．Y．一．Gu，W．X．cui，M．Miyamoto，Y．Kawakami，A．N．Balamur11gan，N．  




A．N．BALAMURUGAN，Y．Morimoto，A．Satake，Y．Suzuki＊，Y．Tanioka＊，Y．Kuroda＊ and K．  
INOUE．6thCongressoftheAsianSocietyofTransplantation（1999．Singapore）  
RECENT ADVANCESINBIOARTIFICIALPANCREAS．M．Miyamoto，K．INOUE．The4thJointMeeting  
ofGermanSocietyforSurgeryandJapanSurgicalSociety（June19，1999，Kyoto）  




人工膵の開発と今後の展望．井上一知 ラジオ短波医学講座（1999．11．4）  
胆・膵診断の進歩，膵ラ島移植の現状と今後の展開．井上一知 ラジオ短波医学講座（1999．11．東京）  
（特別講演）膵島移植の現状と展望．井上一知 第6回大分GUT－Science（1999．5．11．大分）  
わが国における月琴島移植の現状と将来展望．宮本正章，井上一知，顧 元駿，長田奈津紀，A．Baramurugan，森  
元良彦，王 文敬，川上義行，山崎 透，瀬戸山 博，中井一郎 第6回日本臓器保存生物医学会総会 シン  
ポジウム（1999．5．27．28．大阪）  
脳死者からの臨床膵島移植実施上の問題点．宮本正章，顧 元駿，長田奈津紀，森元良彦，王 文敬，井上一知，Y．  
Mullen 第24回日本外科系連合学会学術集会（1999．6．24．25．神戸）  
（特別講演）勝臓癌外科的治療の現況と展望．井上一知 第7回南大阪肝胆膵研究会（1999．7．3．大阪）  
膵島移植の現状と展望（シンポジウム）．井上一知，宮本正章 第61回日本臨床外科学会総会（1999．11．5．東京）  
組織移植医療 この一年の歩み“膵島”．宮本正章 第7回組織移植医療研究会（1999．11．13．大阪）シンポジウム  
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（特別講演）再生医学・人工臓器の現状と将丸 井上一知 第91回遠江医学総会（1999．11．14）  






としています．   
これによって，治療法がない難病患者．人工臓器で延命中の患乱或いは移植ドナーの不足のために死亡してい  







も進めています．   
項在行っている研究内容は下記のように分類されます．  
① 角膜，心膜，胸膜，腹膜，脳硬膜などの膜系  
② 血管，気管，消化管などの管状臓器  
③ 外力の加わる組織（永久歯，歯根膜）  
④ 末梢神経，脊髄などの神経系  
⑤ 泌尿器系  
⑥ 肝胤膵臓，甲状腺，上皮小体，脾臓などの実質性代謝  







再生医学応用研究繰門   
A几花㍑αg月旦porとJ999  
Wehavedevisedacompletelynewapproachtothedevelopmentofartificialorgans．Themainprocedure   
uslngtissueenglneerlngforsofttissuesinvolvestheremovalofthecellcomponentfromauto－Orallo－OrganS   
toobtainonlytheextracellularmatrix，SOTCalledrefinedextracellularmatrix（ECM）andreconstitutesthe   
SOlidstructurefromtheextractedcollagen．ThisECMorreconstitutedstructureisthen employed as scaf－   
folding，Whichafterimplantationintothepatientsisusedfortheregenerationorre－differentiationoftis－   
Sue．Organsmadeofself－Cellsthus regenerate．Organsthatregenerateinthismannernotonlypossesshighly   
differentiatedtissuestructures，butalsoshowfunctionalrecovery，becauseallthecellsarederivedfromthe   
Patientsthemselves．Whetherornotournewmethodispracticablewilldependmainlyontheintrinsicregen－   
erationcapacltyOf each tissue．Up to now，in higher mammalsincluding man，it has been believed that   
highlydifferentiatedorganslosetheirabilitytoregenerate．Weconsiderthatmammalsdonot，infact，lose   
thispotential，andthatthepotentialishiddenbyexcessivelyrapidwoundhealingaroundthefailingtissues．  
Inthissense，ifwecanprovidegoodconditionsuslngrefindECM，WeCaninducethishiddenpotentialeven  
inhighermammals．We have already carried out succeessfultrials at regeneratingperipheralnerves，the   
esophagus，thetrachea，andbloodvesselswiththismethod．Asimilarmethodisalsoapplicabletoothersoft   
tissueorganssuchastheliver，heart，andlung，aSWellasthesplnalcord．Theseresultswillbewelcomedby   
Patientswhoaredependentonpalliativelife－SuPPOrtSyStemS，OrtranSPlantationcandidateswhoarewait－  
1ng for suitable donors．An additionalbenefitis that patients willbe freed from the side effects of  
immunosuppressivedrugs．Thejudgmentofthebraindeathcanthenbediscussedseparatelyfromtheissue   





Thetargetorganscurrentlybeingconsideredforthisdevelopment project are the heart，heart valves，   
esophagus，traChea，Peripheralnerves，SPlnalcord，COrnea，tendons，andligaments．We plan to employ the   
twoma］Ourmethodsasdescribedbelow．   
ECM Method  
Toobtainthepurifiedextracellularmatrix，Cellcomponentsarecompletelyremovedfromhomoorallo－   
OrganS．ThesolidstructureisreconstitutedfromtheECMandextractedcollagen．Growthfactorsarethen   
appliedtofacilitatecellproliferation．ThenthisECM－COllagen－grOWthfactor compositeisimplantedinto   
thelivingbodyasatemporaryscaffoldingforneworganregeneration．Besidesthis，bioabsorbablematerials   
WillalsobeappliedinsteadofpurifiedECMasabulkstructurefororganregeneration．Bothextractedcol－  
1agenandgrowthfactorsareshouldfacilitatecellproliferationandcellredifferentiation，1eadingtoregen－   
erationoforganscompletelycomposedofcellsderivedfrompatients．  
Cell＋ECM Method  
Cells（orlivingtissues）ofpatientsarecomplexed（mixed）withpurifiedECM orbioabsorbable mate－   
rial．Usingthiscomplex，reCOnStruCtionofthefailingtissuesororganswillbeattempted．  
再生医学応用研究部門  
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【業績日録】  
㊥誌上発表㊥   
1）原著論文  











コラーゲン加工メッシュ人工気管の開発．中村達雄 外科61（2）：158－16，1999．  
Prevention of Postoperative Air Leakage From Lungs Using a Purified Human Collagen Membrane－  
PolyglycolicAcidSheet．T．Tsuda，T．Nakamura，Y．Yamamoto，M．Teramachi，T．Kiyotani，Y．H．Lee  
andY．Shimizu．AnnalsofThoracicSurgery68：339－342，1999．  






ASAIOJourna145：311－316，1999．   
ReplacementofthetracheobronchialbifurcationbyanewlydevelopedY－Shapedartificialtrachea．T．Sekine，  
T．Nakamura，H．Ueda，K．Matsumoto，Y．Yamamoto，Y．Takimoto，T．Kiyotani，Y．Simizu．ASAIO  
Journa145（3）：131－134，1999．   
In Vivo Evaluation of a NovelAlginate Dresslng．Y．Suzuki，M．Tanihara，Y．Nishimura，K．Suzuki，Y．  
Yamawaki，H．Kudo，Y．Kakimaru，Y．Shimizu．JBiomedMaterRes48：522－527，1999．  
酸化セルロース線椎を混和したスポンジ状コラー ゲンの止血材への応用．山本恭通，中村達雄，清水慶彦，松本  
和也，上田寛樹，劉 愉，関根 隆，清谷哲也，田村暢成 人工臓器28（1）：217－224，1999．  
抽出コラーゲンのみから縫合可能な手術用材料を作成する成型加工法について．松本和也，上田寛樹，関根 隆，  
山本恭通，滝本行延，清谷哲也，中村達雄，清水慶彦 人工臓器28（1）：211－216，1999．  
縦隔臓器の再建・再生．清水 慶彦 現代医療31（1カ：125－129，1999．  




末梢神経の再生．清水 慶彦 名古屋大学出版会，上田 実編，  

































Liu，K．Matsumoto，Y．Takimoto，Y．Shimizu．XEth World Congress of theInternationalSociety for  
再生医学応用研究部門  






















Y型人工気管を用いた気管分岐部置換実験．関根 隆，中村達雄，松本和也，劉 愉，清水慶彦 第52回日本胸部  
●  
外科学会総会（1999．10．5－7，仙台）  
気管上皮細胞除去グラフトを用いたイヌ気管同種移植の研免 劉 愉，中村達雄，山本恭通，松本和也，関根 隆，  
上田寛樹，吉谷 信，鳥羽紀成，清水慶彦 第52回日本胸部外科学会総会（1999．10．5－7，仙台）  
コラーゲンーシリコンニ層管によるイヌ食道15cmの試み．松本和也，関根 隆，山本恭通，中村達雄，清水慶彦  
第52回日本胸部外科学会総会（1999．10ふ7，仙台）  
gliotoxinのと卜気管支粘膜上皮傷害作用に対するformoterolの抑制効果．河南里江子，中村達雄，清水慶彦，  
渡辺勇夫，村山尚子，桐谷良一 第43回日本医真菌学会総会（1999．10．8，東京）  
アテロコラーゲンスポンジからのトランスフォーミング増殖因子β1（TGF－β1）徐放性．上田寛樹，山本恭通，松  
本和也，関根 隆，劉愉，中村達雄，田畑泰彦，清水慶彦 第37回日本人工臓器学会大会（1999．10．15－16，名  
古屋）  
Detergent処理による低免疫原性の人工気管の開発及び応用．劉 愉，中村達雄，山」本恭通，松本和也，関根 隆，  
上田寛樹，井上祐利，田村暢成，清水慶彦 第37回日本人工臓器学会大会（1999．10．15－16，名古屋）  
人工神経再生チューブを用いた長さ80mmのイヌ脛骨神経の再生について．松本和也，大西克則，関根 隆，上田  
寛樹，山本恭通，清谷哲也，中村達雄，遠藤克昭，清水慶彦 第37回日本人工臓器学会大会（1999．10．15－16，  
名古屋）  
TGF－β1を用いた顎骨の再生修復．茂野啓示，中村達雄，井上祐利，上田寛樹，松本和也，関根 隆，鈴木義久，  
田村暢成，鈴木京子，寺井 弘，劉 愉，鳥羽紀成，吉谷 信，宮尾 学，田畑泰彦，清水慶彦 第37回日本  
再生医学応用研究部門   
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両側内胸動脈採取後の胸骨治癒におけるbasic fibroblast growth factor（bFGF）の効果．岩倉 篤，田畑泰彦，  
田村暢成，猪飼秋夫，中村達雄，清水慶象米田正始 第21回目本バイオマテリアル学会（1999．11．19，京都）  
再生医学応用研究部門  
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附属再生実験動物施設  













における役割の解析を増殖因子によるオートクリン増殖が寄与している可能性も視野にいれ，遺伝子導入実   
験による．解析も行っている．また，上記の段階的なで細胞の増殖性の変化が如何なる遺伝子の変化に基づい  
ているかを調べるため，現在，IL－2依存性増殖相⇒IL－2非依存性増殖相（不死化）⇒造腫瘍能の獲得の各段   
階で変化しているmRNA／cDNAをdifferentialdisplay法にて検出，同定し，悪性化増殖と密接に関連し  
ている遺伝子の同定を始めている．この課題は遺伝子実験施設の清水教授との共同研究として行っている．  






している抗原分子を同定し，そこから得られた一次情報からこれらの分子の生理的な役割を解析している．   
現在まで，種々のメタロ・ペプチダーゼ，幾っかのインテグリン分子，HLA－DR抗原分子などが上記の細胞  
の機能制御に重要な役割を果たしていることが明らかとなった．現在，これらの研究をさらに進展させるた   
め，胎仔と母体の結合の場である胎盤のトロフォブラストの役割を単クローン抗体作成により解析している．  
この課題は1991年頃から本学の産婦人科の藤原浩講師の研究グループとウイルス研究所の上田正道先生との   
共同研究で行われている．これらの研究による成果の詳細については本年度の論文を参照されたい．  
（Research activity）  
We havetwoindependent research projectsin ourlaboratory．One of our research objectivesis to  





cellsexpressbothinterleukin2（IL－2）andits・reCePtOr（IL－2R）transiently andproliferateonlytransiently  
whenactivatedbyantigensormitogens・However，HTLV－1infectednormalT cells appearto expressthe  
interleukin2（IL－2）receptorconstitutively，andtheyoftenbecometoproliferateindefinitelyinvitrointhe  
presenceofIし2・BasedonthesefindingswehaveestablishedmorethanfiftyHTLV－1－infectedTcelllines・in－  




formationofHTLV－1－infectedTcellsbyuslngmanyTcelllinesestablishedinourlaboratory・   
Anotherresearchobjectiveistofindoutimportantmolecule（s）invoIvedinthegrowthanddifferentia－  
tionoffemalereproductiveorgans and tissues，namelyhuman ovarium andendometrium・Thisresearch  
projecthasbeenstartedin1991andhasbeeninvestigatedincollaborationwithDr・HiroshiFujiwaraofthe  
DepartmentofGynecologyandObstetricsofKyotouniversityMedicalSchool・Tofindoutunknown mole－  
culesthatmaybeexpressedinthesetissues，WeprOducedmonoclonalantibodiesagainst different kinds of  
cellsconstitutingthesetissuesandhaveidentifiedseveralimportantmolecules，SuChas severalpeptidases，  





㊥誌上発表㊥   
1）原著論文  
CD9isexpressedinextravilloustrophoblastinassociationwithintegrln a3andintegrlnα5．T．Hirano，T．  











－84－   
J几S乙血£gノbr打0几£∫er〟edわαJ5cge几CeS  
Humangranulosacellsexpressintegrin2and collagen typeIV；POSSibleinvolvementofcollagen typeIVin  
granulosacelllutenization．S．Yamada，H．Fujiwara，T．Honda，T．Higuchi，T．Nakayama，T．Inoue，M．  
Maeda，S．Fujii．Mol．Hum．Reprod．，5：607－617，1999．  












H．Fujii．Genes Cells．4：363－373，1999．  
2）著書および総説   
Membrane－boundcellsurfacepeptidasesinreproductiveorgans．H．Fujiwara，K．Imai，M．Maeda，andS．Fujii．  
EndocrineJ．46：11－25，1999．  
㊥学会等の講演㊥   
1）学会・研究会発表   
TrialtoestablishanautocrinegrowthcircuitbyintroducingIIJ－15cDNAintoHTLV－1－infectedTcelllineses－  




浩，樋口寿宏，中山貴弘，前田道之，藤井信吾 第51回日本産婦人科学会学術講演会，1999年4月10日，東京  
都  
マウス胸腺細胞の胚着床の促進効果．藤田一之，中山貴弘，藤原 浩，樋口寿宏，藤田 潤，前田道之，藤井信吾  
第51回日本産婦人科学会学術講演会，1999年4月10日，東京都  
マクロファージの分化におけるレドックス制御蛋白グルクレドキシンおよびチオレドキシンの発現．高島裕一郎，  
広田喜一，中村 肇，前田道之，淀井淳司 第29回日本免疫学会総会・学術集会，1999年12月2日，京都市  







シミュレ ポリビニルアルコール／ポリウレタンブレンドの抗血栓性  
生体機械 硬い材料を用いる人工膝関節の潤滑解析  
生体材料 lmmortalization ofPorcineHepatocytesby Transfection with Simian  
Virus40TAntlgen  
組織再生 犬骨頭表面置換術におけるStressShieldingの研究  
器官形成 膵島細胞皮下移植法の確立；血管誘導性増殖因子を用いた検討  
生体材料 経口ドラッグデリバリーシステムを用いた実験大腸炎マウスの腸管免疫担当細胞  
に対する選択的制御の試み  
医用シス ヘリカル横道を有するポリ乳酸組織のピェゾ特性  
臓器再建 癌遺伝子変異解析からのヒト異物肉腫発生機序の検討  
生体材料 セルロース中空糸の表面処理による細胞接着性の付与  
組織再生 人大腿骨頚部骨折の解析  
生体材料 種々の細胞増殖因子のゼラチンヒドロゲルからの徐放化  
臓器再建 CanineTrahealAllotransplantationwithoutImmunosuppressant  
シミュレ 軽度架橋UHMWPEの圧縮変形による物性変化  
生体材料 bFGFによるマトリゲル中での脂肪組織の再生  
組織再生 射出成型によるPVA－Hの力学的特性に関する基礎的研究  
生体材料 Electrophoretic Evaluation of Charge Characteristics of bFGF after  
ComplexationwithGelatin  
臓器再建 改良型人工神経管によるネコ坐骨神経の再生  
医用シス 電子線によるUHMWPEの改質  
生体材料 3次元構造マトリックスを用いた肝細胞移植  
臓器再建 80mmのイヌ坐膏神経再生の試み  
組織再生 脂肪内陸におけるTLS－CHOP遺伝子のゲノムレベルでの切断解析  
医用シス 超高分子量ポリエチレン（UHMWPE）の疲労耐久性に関する研究  
生休機械 軟組織の2次元変位測定用プローブの開発  
シミュレ 人工歯板材料としてのエチレンービニルアルコール共重合体の表面処理  
生体材料 人工真皮に対する 
組織再生 ヒト骨肉腫におけるSV40－1ikesequenceの検索  
生体材料 新しい表面プラズモン解析装置の開発  
組織再生 第3染色体上の癌抑制遺伝子候補の検索  
シミュレ 軽度架橋UHMWPEの耐摩耗性  
臓器再建 PGA－コラーゲン複合チューブによる末梢神経再生について一早期再生過程の観  
察一  
生体材料 Long－termEvaluationoftheRabbitSkullBoneRegenerationbySlowRe－  
1easeofTGFβ1fromaBiodegradableHydrogel  
器官形成 抗補体新しい合成化合物の膵島細胞に及ぼす影響  
臓器再建 Y型人工気管による気管分岐部再建  
生体材料 小腸移植モデルにおけるFK－506マイクロスフェアの効果に関する研究  
組織再生 骨芽細胞株の形質転換における遺伝子発現の変化  
シミュレ 皮膚縫合に関する3次元解折  
医用シス 再現性のよい骨組髭症モデルの作成  
生体材料 乳酸カブロラクトン共重合体多孔質膿を用いた腱癒着防止材への応用  
臓器再建 人工気管の力学特性に関する研究  
生休機械 振動による摩擦力の制御  
生体材料 バイオ人工肝潜流培養時のアミノ酸代謝  
組織再生 PVA－Hの各種特性とその整形外科的応用  
器官形成 血管新生を伴うバイオ人工膵に関する検討一同系及び同種ラット膵島移植におけ  
る効果一  
生体材料 分散重合法によるポリ乳酸の合成  
臓器再建 アスペルギルス分生子のと卜気道粘膜上皮への侵入機序の検討  
組織再生 骨粗髭症大腿骨頭海綿骨の破壊挙動  
医用シス 衝撃荷重による軟膏の破壊に関する研究  
臓器再建 Growthfactor（TGFβ1）を用いた再生及び再建に関する研究  
生体材料 ＿ポリ（2一アクリルアミドー2－メチルプロバンスルホン酸）グラフト化表面と補体  
との相互作用  
組織再生 犬用人工椎間板の力学的特性評価  
発表者  
1．小 野 貞 治  
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宏  
和 明  
勝 也  
博 史  
伊佐雄  
岳 晴  
信  








正 典  
元 駿  
44．車   源 日  
45．河 南 里江子  
46．光 成 淳 史  
47．原 田 恭 治  
48．茂 野 啓 示  
49．村 上 能 庸   
50．学 石 佳 久  
4．学術集会   
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発表者  所属  演題  
51．水 野 慎 一  
52．安 川   力   
53．渡 辺 雄 祐  
54．服 部 耕 治  
55．杉之下与志樹  
56．服 部 耕 治  
57．牛 尾・－ 康  
58．莫   秀 梅  
シミュレ 生体内分解吸収性高分子としてのポリカーボネート類の合成と物性  
生体材料 高分子修飾による血管新生抑制物質TNP－470の脈絡膜血管新生に対するクーゲ  
ティング療法  
組織再生 関節軟骨対PVA－Hの潤滑特性  
医用シス 吸収性骨固定紐の開発  
生体材料 配位結合を介したプルランを用いたinterferonのマウス肝へのクーゲティング  
医用シス 骨折仮固定材（ナイロンストラップ）の開発  
組織再生 PVAH－TFM複合材料による大腿骨頭壊死症の治療  
生体材料 HemostaticAgentPreparationfromModifiedGelatinand Polysaccha－  
rides  
器官形成 GeneticandTissueEngineeringusingMIN6  
生体機械 ステントに関する研究  
生体材料 血管形成術のためのステント留置術後血管再狭窄防止を目的としたアルガトロバ  
ン徐放型ステントの開発．  
臓器再建 コラーゲンスポンジーシリコン2層管を用いた胸腔内食道置換と大綱被覆の効果  
???????????????????????????
耕地接辞  
4－2 セ ミ ナ ー  
日時  講師  演題  セミナー名  主催分野  
所属  
1999．1．12 田中 啓二  
東京都臨床医学総合研究所  
1999．1．19 大隅 良典  
岡崎国立共同研究機構  
基礎生物学研究所  
1999．1．26 安保  徹  
新潟大学医学部  
1999．1．29 伊川 友活  
京都大学再生医科学研究所  




佐渡 敏彦  
大分県立看護科学大学  
1999．2．16 二宮 善文  
岡山大学医学部  
1999．3．1赤木 玲子  
岡山県立大学保健福祉学部  
1999．3．16 Konrad Beck  
t：niv．MedicineandDentistry  
OfNewJersey，USA  
1999．3．25 岩倉 洋一郎  
東京大学医科学研究所  
1999．3．29 細野 正道  
新潟大学大学院自然科学研究科  
1999．3．29 JamesC．Thompson  
TheUniv．ofTexas，School  
ofMedicine，USA  
1999．5．13 吉川 研一  
京都大学理学部  
1999．5．25 Germerrad WTV  
Univ．HospユtalUtrecht  
1999．5．27 片岡 一別  
東京大学工学系研究科  





























特別セミナー  再生免疫学  
免疫学セミナー  再生免疫学  
第80回細胞生物学 細胞機能調節学  
セミナー  
老化生物学セミナー 再生誘導研究  
第81回細胞生物学 細胞機能調節学  
セミナー
再生医科学研究所  再生実験動物施  
セミナー  
老化生物学セミナー 再生誘導研究  
器官形成応用  
ランチタイムセミナー 組織修復材科学  
免疫学セミナー  再生免疫学  
生命現象の物理学  
Ph geantibodydisplay  
technology：atOO］boxtostudy  




ランチタイムセミナー 組織修復材科学  




セミナー名  主催分野  日時  講師  演題  
所属  
免疫学セミナー  再生免疫学  




























1999．6．21Medvinssky A  
TheUniv．ofEdinburgh  
1999．8．9 Nutt S  
TheWellcome／CRClnst． 
OfCambridgeUniv．UK  
1999．9．4 BekturovEsen  
カザフスタン国立化学研究所  
1999．9．14 池田 通  
東京医科歯科大学医学部  
1999．9．28 佐々木隆子  
Max－Plancklnstitute，  
Germany  
1999．10．8 早渕 尚文  
久留米大学医学部  
1999．10．20 ピェルベナム  
グルノーブル大学  
1999．10．26 米田 悦啓  
大阪大学医学研究科  
中野 明彦  
理化学研究所  
1999．11．1和田 忠士  
東京工業大学生命理工学  
研究科  
1999．12．6 UlrichF．Hartl  
Max－Plancklnstitute，Germany  
1999．12．9 井街  宏  
東京大学医学系研究科  
1999．12．10 Stephan M．Perren  
特別セミナー  組織修復材科学  
免疫学セミナー  再生免疫学  
第82回  細胞機能調節学  
細胞生物学セミナー  
特別講演会  再生増殖制御学  
特別講演会  器官形成応用  
第83回細胞生物学 細胞機能調節学  
ジョイントセミナー  
第84回  細胞機能調節学  
細胞生物学セミナー  
再生医科学研究所  細胞機能調節学  
・ウイルス研究所合同  
セミナー  
特別講演会  生体機械工学  
外部評価特別講演会  
免疫学セミナー  再生免疫学  1999．12．15 清水 千織  
千葉大学医学研究科  
4－3学術講演会′シンポジウム′研究会  
第26回日本臨床バイオメカニクス学会（1999．11．6－7 国立京都国際会館）   
会長：岡 正典   
演題数：139題（参加 300名）   
シンポジウム：関節の潤滑機構   
教育研修講演：  
EricL．Radin（元ヘンリrフォード医学センター所長）  Anteriorcruciateligament upture  
and osteoarthrosis   
Changesinthebiomechanicalviews S．Perren（スイスAO研究所長）  
ofinternalfixation offractures  
Lubricationandwearofartificial  J．Fisher（Leeds大学教授）  
andnaturaljoints  
4．学術集会   
一88－  
J几Sと血亡eノbrダroJl£ger〟edわαgScfeJICeS  
第21回日本バイオマテリアル学会大会（1999．11．19－20 京都リサーチパーク）   
会長：岡 正典   
演題数：125題 シンポジウム：12題（参加 420名）   





第9回 Kyoto T CeJIConference（1999．10．8，9．京大会館．主催：再生免疫学）  
10．8．  
座長： 中内啓光  
吉田尚弘1，端 裕之1，本田賢也1，西川里美l，西川伸一1，河本 宏2，  
桂 義元2，SybilM．SAntee：一，CarlF，Ware：一（1京大・医・分子  
遺伝，2京大・再生研・免疫，3LaJollalnstitute，Mol．Biol．）  
小川峰太郎（京大・院医・分子遺伝）  
沈 恵卿，河本 宏，伊川友活，勝部好裕，陸 敏，桂 義元（京大・  
再生研・免疫）  
河本 宏，藤本真慈，伊川友活，大村浩一郎，桂 義元（京大・再  
生研・免疫）  
座長：垣生園子．生田宏一  
佐藤健人1，布村 聡1，長谷川千巳1，杯啓太郎2，佐竹正延2，垣生園  
子1（l東海大・医・免疫．2東北大・加齢医学研・免疫遺伝子制御）  
清水千織1I3，山下政克2，谷口 克1・3，中山俊憲1・：｝（1千葉大院・免疫  
発生，2千葉大・医・分子免疫，3科技団・CREST）  
鈴木春巳1，藤原真理1，寺内康夫1，門脇 孝2，小安重夫1（1慶応大・  
医・微生物，2東大・医・3内）  






座長： 山元 弘  
土岐純子，金鉄南，高瀬勝教，池原 進（関西医大・第一病理）   
坂根直樹，川上直人，辻川和丈，山元 弘（大阪大・院薬・細胞生理）  
座長：徳久剛史．鍔田武志  
八城有美，周 旭芋，タイ旭光，ParkCheungSeog，演岡利之，藤  
原大美（大阪大・医・バイオセ・腫瘍発生）  
渋谷 彰1，渋谷和子1，一．H．Phillips2，L．L．Lanier2，中内啓光1  
（1筑波大・基礎医学系・免疫，2DNAX ResearchInstitute）  
有馬雅史1・2，外山博近1・こ－，小島聡子t，市井啓仁l・：－，岡田誠治1，．幡野雅  
彦1，福田 健2，徳久剛史1（1千葉大院・医・分化制御，2濁協医大・  
アレルギー内科，3神戸大院・医・外科1） 
Sessionl．Progenitors  








2．1ckproximalpromoterの活性調節と細胞周期   
3．T細胞の分化とPI3キナーゼ  
4．Tリンパ球分化におけるASKlキナーゼの生体内機能  
5．T細胞の増殖・分化におけるIL－7レセプターの   
シグナル分子の機構  
6．Stat5によるTCR7・遺伝子のgermline転写誘導   
：IL－7レセプターによるTCRγ遺伝子座の   
accessibility調節機構  
Session‖．Migrationofprogenitors  










幡野雅彦，疋田 聡，小笠原猛，大滝雅之，小林弘一一，岡田誠治，徳  
久剛史（千葉大院・医・分化制御）  
岸 裕幸，冬俊傑，近藤佐千子，村口 篤（富山医科薬科大・医・  
免疫）  
座長：湊 長博  
八木淳二l，UmbertoDianzani2，加藤秀人1，五字 弘l，岡本俊  
宏3，有村 祐Ⅰ，内山竹彦l（1東京女医大・徹生物免疫学，2Dept．  
5．トランスジェニックマウスを用いたT細胞におけるTIAP   
の機能解析  
6．スカベンジャー受容体クラスBI型（SR－BI）と   
リンパ球  
SessionV．TCRによる抗原認識  
1．新しいタイプのマウスInvariant Va14＋T細胞の   
同定と反応性の検討  
4．学術集会  －89－   
AJ肌比αJ月ぢ）OrとJ999  
Med．Sci．，Univ．ofTorino，3東京女医大・歯・口外）  
田中義正，湊 長博（京大院・生命科学科・生体制御）  
横須賀忠1，高瀬 完1，高橋秀実2，荒瀬 尚1，斉藤 隆1（1千葉大・  
院医・遺伝子制御，2日本医大・微生物免疫）  
座長：中山便意  
山崎 晶1，西田圭吾2，日比正彦2，平野俊夫2，斉藤 隆1（1千葉大・  
院医・遺伝子制御，2大阪大・医・バイオ・腫瘍病理）  
山下政克1，中山俊憲2（千葉大・1医・分子免疫，2院・免疫発生）   
安田好文1，小杉 厚2，林 文枝2，永福正和2，榎本美景2，清岡利之1  
（大阪大・医・1バイオセ・腫瘍発生，喉健学科）  
小杉 厚1，坂倉純子1，安田好文2，林 文枝1，木村恵利香1，演岡利  
之2（阪大・医・1保健学科，2バイオセ・腫瘍発生）   
田村敏生，成内秀雄（東大・医科研・アレルギー）   
座長：小安重夫  
荒瀬 尚，末永忠広，木村善光，椎名律子，荒瀬規子，大野博司，斉  
藤 隆（千葉大・院医・遺伝子制御）  
西村仁志，原 徹，吉開泰信（名大・病態研・生体防御）   
岩渕和也1，岩渕千雅子1，刀祢さおり1，伊藤大祐1，根岸 泉2，小笠  
原一誠3，小野江和則l（1北大・免疫研・病理，2群馬大・医・皮膚  
科，3滋賀医大・医・第2病理）  
伊川友活，河本 宏，藤本真慈，桂 義元（京大・再生研・免疫）   
座長：仲野 徹  
柿沼志津子l，島田義也2（放医研・1国際宇宙線医学研センター，2第  
3グループ）  




3．HIVgp160特異的TCRトランスジェニックマウスの   
抗原認識におけるTCRα鎖の重要性  
Sessim〉t．シグナル  
1．T細胞抗原受容体シグナル伝達におけるGab2の役割   
2．カルシニューリン活性化によるIL－4R受容体シグナル   
伝達系へのJak3／STAT5経路のリクルート  
3．GEM／Raftを介したT細胞活性化機構Ⅰ．   
変異型Lck分子のGEM／Raftへの局在  
4．GEM／Raftを介したT細胞活性化機構Ⅱ．   
フォスファターゼのGEM／Raftへの集積による  
シグナル伝達反応の変化  









4．胸腺内におけるp－T／NKbipotentprogenitorの   
p－Tおよびp－NKへのコミットメント  
SessionⅥ11．癌化の機構  









先浜俊子1，MaryHunsicker2，Rebecca．Hessey2，Ellis Reinherz2  





小西 純，岩淵和也，阿戸 孝，岩淵千雅子，小野江和之，小野江和  
則（北大・免疫研・病理）  
2．抗原量，T－APC反応接続時間とT細胞分化   
3．AMLl転写因子は末梢丁細胞のホメオスタpシス   
維持に機能する  




l．正常胸腺上皮細胞のalyマウス胸腺内注入による   
NKT細胞の誘導  
2．腸管上皮間丁細胞（IEL）の発達分化とcryptopatches鈴木健司，石丸 薫，浜田裕公，－松 収，石川博通（慶応大・医・  
徹生物）  
3．T細胞の分化を調節する破骨細胞分化因子（RANKL）池田 通，広川勝星（東京医科歯科大・医・感染免疫病理）   
のアイソフォーム  
（座長：小野江和則．広川勝星）  
糸井マナミ1，塚本紀之1，WillemvanEwijk2，雨具 孝l（1明治鍼  




4．学術集会   
－90－  
血sと血乙eノbrメナ0れ．乙よer〟gd£cαgScg肌CeS  
2．マウス胸腺上皮細胞のMHCclassⅡ複合体から   
分離されるCLIPのモティーフとMHCclassII   
拘束性抗原提示におけるIi鎖のプロセシングについて  
3．胸腺内におけるT細胞の増殖・分化を制御する新しい   
物質の探索  
4．ナーシング胸腺上皮細胞（TEC）のアポトーシス胸腺   
リンパ球認識機構  
5．Avasculatureassociatedextracellularmatrix＿   








W．v nEwijk2（1BeijingMedicalUniv．2p．R．China，Erasmus  
Univ．3univ．Utrecht，the Netherlands，4Inst．Ozwald Cruz，  
FoundationOswaldoCruz，Brazil）  
4．学術集会  










竹 市 雅 俊   
中 尾 一 和   
西 川 伸 一   
升 田 利史郎  
荒 木 光 彦  
塩 田 浩 平  
◆京都大学再生医科学研究所職員（平成12年3月1日現在）◆  
所 長  山 岡 義 生  
■生体機能学研究部門■   
〈細胞機能調節学分野〉  
教授：永田和宏  助手：中井 彰，細川暢子  講師（非常勤）：中野明彦，米田悦啓，林 利彦  技官：  
島田道子  事務補佐員：上田玉美  
〈生体微細構造学分野〉  
教授：鈴木康弘  講師：平芳一法   講師（非常勤）：花田敬吾，樋口京一  技官：小岸久美子  
〈生体機能調節学分野〉  
教授：坂口志文  研究支援推進員：神谷きみ子  技能楠佐員：石田嘉子   
〈シミュレーション医工学分野〉  
教授：堤 定美  助教授：玄 丞休  講師（非常勤）：南部敏之  非常勤研究員：彰 春岩，中島直喜  
教務補佐員：吉田宏昭，太田 信  事務補佐員：上村幸代，布施晴香   
〈生体再建学分野（客員）〉  
教授：矢原一郎  助教授：近藤 淳  
■生体組織工学研究部門■   
〈生体分子設計学分野〉  
教授：開 祐司  助教授：宿南知佐  技術補佐員：濱島久美子  
〈組織修復材科学分野〉  
教授：岩田博夫  助教授：田畑泰彦  講師（非常勤）：宇山良公，内田恵美子，尾形 栄  






■再生統御学研究部門■   
〈発生分化研究分野〉  
教授：中辻憲夫 助教授：斉藤哲一郎 事務補佐員：廉瀬恭子  
〈再生誘導研究分野〉  
教授：笹井芳樹 助教授：細川昌則 助手：河崎洋志 講師（非常勤）：馬場満男，北戸春雄 技官：  
松下隆義  非常勤研究員：岸 将史  研究支援推進員：松田園子，渡辺知子 技術補佐員：片山由紀  
子，中野由香里，西山あやか，中谷 仁  技能補佐員：池田容子  事務補佐員：湯浅貴子  
〈再生増殖制御学分野〉  
助教授：芝本雄太  講師（非常勤）：早渕尚文  
〈再生免疫学分野〉  
教授：桂 義元  助教授：喜納辰夫  助手：藤本真慈 講師（非常勤）：佐渡敏彦，高沖宗夫，河本  
宏  技官：高沖悠子  技能補佐員：中川澄江  
■生体システム医工学研究部門■   
〈医用システムエ学分野〉  
助教授：富田直秀 リサーチアソシエイト：慕 鷹  
〈生体機械工学分野〉  
教授：池内 健  助手：都賀谷紀宏  事務補佐員：林 宏美  
〈再生医工学分野（外国人客員）〉  
教授：荏 毒昌  
■再生医学応用研究部門■   
〈組織再生応用分野〉  
教授：岡 正典  助教授：戸口田淳也  講師（非常勤）：速水 尚  事務補佐員：安田尚代  
〈器官形成応用分野〉  
教授：井上一知  助教授：宮本正章  講師（非常勤）：塚田敬義，野澤真澄，角昭一郎，中井一郎，藤沢  
章  研究支援推進員：野澤由杏  事務補佐員：安田美保  
〈臓器再建応用分野〉  
教授：清水慶彦  助教授：中村達雄  講師（非常勤）：早川克己 リサーチアソシエイト：大西克則，  
清水基行，山本雅哉  技術補佐員：藤高芙江子，西川裕美  事務補佐員：矢延聡枝  
5．協議員・教職員名簿  －93－   
月几几比α′月ぢ）Or£ノ99g  
■附属再生実験動物施設■  
施設長事務取扱（兼）：山岡義生  助教授：前田道之  講師（非常勤）：仲野 徹  技官：出口央士  
研究支援推進員：安岡倉一，岸本好子，人見博子，高橋一郎  技能補佐員：山尾勝美，古卿智英，中野  
孝   
〈電子顕微鏡室〉  
技官：増田 稔   
〈研究室〉  
技官：本間トキヱ，今井保代  
■事務部■   
事 務 長：大内 忠  
庶務掛長：井上清史  主任：野田敬子  事務官：木戸場大輔  
研究協力掛長：服部新次 主任：吉田善弘 事務官：幸 俊烈 事務補佐員：中瀬安子，能田直子  
会計掛長：大谷敏美  主任：野村眞由美 事務官：戸嶋充雄 事務補佐員：三上素子  
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